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午前９時58分開議 

 

○主査（伊藤隆広君） ただいまから決算審査特別委員会環境経済分科会を開きます。 

 本日の審査日程につきましては、まず、経済農政局及び農業委員会所管の審査を行った後、

指摘要望事項の協議をお願いいたします。 

 なお、農業委員会所管につきましては、農政部長が農業委員会事務局長を兼務していること

から、経済農政局所管と一括して審査を行います。 

 

経済農政局所管及び農業委員会所管審査 

○主査（伊藤隆広君） それでは、経済農政局所管及び農業委員会所管について説明をお願い

いたします。経済農政局長。 

○経済農政局長 おはようございます。経済農政局長の橋本でございます。それでは、座って

御説明させていただきます。失礼します。 

 主要施策の成果説明書の168ページをお願いいたします。 

 まず、経済農政局の令和４年度歳入歳出決算の状況についてですが、金額は一部を除き100

万円単位で御説明いたします。 

 初めに一般会計でございます。歳入ですが、170ページに進んでいただき、上段の表の一番

下の計の欄、予算現額は213億6,900万円で、その右、調定額は193億300万円、そのまま隣の

171ページに進んでいただきまして、収入済額は193億200万円でございます。 

 168ページにお戻り願います。 

 収入済額の主なものについてでございますが、左端の科目欄の下から２行目の款25・諸収入、

その下の項３・貸付金元利収入、その一段置いて下の目８・中小企業金融対策貸付金元利収入

につきましては、隣の169ページに進んでいただいた下から２行目になりますが、収入済額の

欄に記載のとおり110億円で、表に記載はございませんが、前年度の決算と比較しますと、40

億円の減となっております。これは融資残高の減に伴いまして、中小企業資金融資預託金収入

が減額したことによるものでございます。 

 なお、169ページに記載している収入未済額は雑入の161万円で、中小企業資金融資利子補給

金の返還金の未納によるものでございます。 

 次に、170ページをお願いいたします。 

 続いて歳出でございますが、下段の表の一番下の計の欄、予算現額242億7,600万円に対しま

して、支出済額は219億3,800万円で、記載はございませんが、執行率が90.4％でございます。

前年度の決算と比較しますと、２億7,100万円の減となっております。これは、物価高騰対策

の実施に伴い、市内企業等緊急特別支援に係る経費等が増額となったものの、融資残高の減に

伴い、中小企業資金融資預託金が減額となったことなどによるもので、結果として２億7,100

万円の減となってございます。 

 次に、支出済額の主なものでございますが、歳出の表の上から３行目の欄の款５・労働費、

支出済額１億6,900万円は、勤労市民プラザ２か所の管理運営費及び千葉市産業振興財団の勤

労者福祉サービスセンターの運営補助金等でございます。 

 次に、款６・農林水産業費18億3,100万円は、新規就農の推進及び食のブランド化推進に係
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る経費等でございます。 

 次に、款７・商工費199億3,700万円は、中小企業金融対策のほか、市内企業等緊急特別支援

をはじめとする新型コロナウイルス感染症等の経済対策に係る経費等でございます。 

 次に、隣の171ページを御覧ください。 

 表の真ん中の不用額の一番下の計は、23億1,200万円です。主なものは、中小企業者向け支

援金におきまして、給付件数が見込みを下回ったことなどによるものでございます。 

 次に、172ページをお願いいたします。 

 続きまして、競輪事業特別会計でございます。 

 まず、歳入ですが、上の表を御覧願います。収入済額の計でございますけれども、隣の173

ページに記載のございますとおり31億5,600万円で、主なものは勝車投票券売上金13億7,400万

円でございます。なお、収入未債額の計は400万円で、競輪場内売店貸付料の未納によるもの

でございます。 

 次に歳出ですが、174ページをお願いいたします。 

 支出済額の計でございますけれども、31億5,600万円で、記載はございませんが、執行率は

83.7％でございます。 

 次に、172ページにお戻り願います。 

 支出済額の主なものでございます。下段の表の上から３行目の款１・競輪事業費、項１・事

業費、目３・開催費22億1,200万円で、主に勝車投票券の払戻金や開催委託料等でございます。

なお、一般会計への繰出金は、款２に記載のとおり1,500万円でございます。 

 175ページをお願いいたします。 

 続きまして、不用額でございますけれども、不用額の計は６億1,400万円となってございま

して、これは投票券の売上げが見込みを下回ったことに伴いまして、払戻金の減などが生じた

ことによるものでございます。 

 次に、176ページに移らせていただきます。 

 続きまして、地方卸売市場事業特別会計でございます。 

 まず、歳入ですが、上の表を御覧願います。収入済額の計は、隣の177ページに記が載ござ

いますとおり13億5,900万円で、主なものは施設使用料、諸収入の電気使用料等立替金収入及

び一般会計からの繰入金などでございます。なお、収入未債額の計は6,400万円で、場内事業

者の施設使用料等の未納によるものでございます。 

 次に、歳出ですが、前のページの176ページにお戻りいただきまして、下段の表の支出済額

の計が13億5,800万円、記載はしてございませんが、執行率が76.2％でございます。主なもの

は、施設管理に係る光熱水費や自動火災報知設備改修等に伴う工事費などでございます。 

 なお、隣の177ページに記載の不用額の計は２億7,800万円で、これは電気料金の上昇が見込

みを下回ったことに伴いまして、光熱水費及び場内事業者等緊急特別支援金の減などが生じた

ことによるものでございます。 

 以上が経済農政局の歳入歳出決算の概要でございます。 

 私からの説明は以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 経済部長の長谷部でございます。よろしくお願いします。座って説明させていた
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だきます。 

 主要施策の成果説明書の178ページをお願いします。 

 新規または拡充事業を中心に説明いたします。 

 初めに、１の新型コロナウイルス感染症等経済対策50億9,700万2,000円ですが、新型コロナ

ウイルス感染症及び原油価格・物価高騰の影響を受けた市内事業者等に対し、国の新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金などを活用し、経済対策として各種支援を実施したも

のです。 

 （１）の事業者向け支援ですが、記載のアからシの12事業を実施しました。主なものを説明

いたします。 

 初めに、イの中小企業者向け支援金ですが、市内事業者の事業継続を支援するため、市独自

の事業継続支援金及び緊急特別支援金を、それぞれ記載のとおり給付しました。 

 次に、エのＣＨＩＢＡ－ＬＡＢＯテレワーク利用対応ですが、千葉市産業振興財団が管理運

営する起業家支援施設であるＣＨＩＢＡ－ＬＡＢＯにおいて、テレワーク環境を整備するため、

個室ブースを２台設置しました。 

 次に、オのトライアル発注認定ですが、認定商品の一層の販路拡大に向けて、13件の認定商

品のＰＲ動画を本市で作成し、オンライン上で公開しました。 

 次に、カの市内企業等緊急特別支援制度ですが、急激な物価高騰を踏まえ、市内企業等の資

金繰りや事業収支への悪影響を緩和するため、緊急的な特別融資及び支援金給付を411件実施

しました。 

 次に、キの企業立地促進事業補助金ですが、既存の補助制度を拡充し、市外からの立地企業

を対象に、リモートワーク関係経費、オフィス環境整備等に係る経費、社員採用に係る経費に

対し、それぞれ記載のとおり助成しました。 

 次に、コのイベントツーリズム促進ですが、イベント等の集客回復を図るため、市内で開催

されるプロスポーツや大規模音楽イベントの観客などを対象に、開催地周辺の飲食店等で利用

できるクーポンを販売しました。 

 次に、サの市内観光バス活用促進補助ですが、市内観光バスを利用したイベント、団体旅行

等の主催者や県内周遊プランを造成、販売する旅行業者に対し、それぞれバスの借上料へ助成

をしました。 

 次に、シの飲食店利用促進ですが、飲食店の需要回復を図るため、市民や宿泊施設利用者を

対象に、飲食費の半額まで利用可能なクーポン券を販売、配布いたしました。 

 次に、179ページをお願いします。 

 ２の経済成長・雇用創出ビジョン650万円ですが、経済行政の基本目標を定めるとともに、

目標を実現するための戦略や取組方針などを示す千葉市経済成長・雇用創出ビジョンを策定し、

本年３月に公表いたしました。 

 次に、３の労働対策6,476万9,000円ですが、１の求人・求職者支援は、運送業就労支援では、

免許取得費用の助成を10件行うとともに、中型トラックの運転体験会等を開催し、21人の参加

がありました。 

 また、就職氷河期世代就労支援では、能力開発セミナー、職場体験等に合わせて、延べ86人

の参加があったほか、奨学金返還サポート制度では５人の申請がありました。 
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 ２の産業人材育成は、中高校生やその保護者へ向けて、（１）の技術職、技能職の魅力を啓

発する冊子と動画を作成したほか、（２）のちばアントレプレナーシップ教育コンソーシアム

では、参加企業等による教育・普及啓発事業を実施し、合わせて563人の参加がありました。 

 次に、４の勤労者福祉施設管理運営6,087万7,000円ですが、長沼原・幕張の勤労市民プラザ

２館分の管理運営経費です。なお、それぞれの利用状況については、表に記載のとおりとなっ

ております。 

 次に、180ページをお願いいたします。 

 まず、５の公益財団法人産業振興財団関係経費２億7,748万7,000円ですが、１の産業振興財

団事業費補助等は、財団が行う中小企業向けの経営技術支援や産学連携、販路拡大支援、創業

支援に対し補助するもので、主な実績としましては、事業活動変革促進を２件、ＩＣＴ活用生

産性向上支援を16件、新規市場開拓支援を８件実施したほか、女性起業家フェスタを開催しま

した。 

 ２の勤労者福祉サービスセンター運営補助は、市内中小企業で働く勤労者等の福祉の向上を

図るため、福利厚生事業へ補助を行ったものです。 

 ６の創業支援1,698万円ですが、１の創業者支援は、市内での創業を促すため、創業時に必

要な経費への助成を14社に行いました。２の短期集中型創業者支援は、ウイズコロナ・ポスト

コロナ時代を見据え、本市経済を牽引し得る企業を創出するため、短期集中的な伴走型支援を

５社に行いました。 

 ７の中小企業支援2,225万5,000円ですが、１の新規事業創出支援は、専門スキルを有する副

業プロ人材を５社に派遣し、各社のニーズに合わせ、支援商品や新サービス開発等を支援しま

した。 

 181ページをお願いいたします。 

 続いて、８の地域商業・中心市街地活性化対策1,454万4,000円ですが、１のＷＥＢ販売・無

店舗開業セミナーは、市内商業者に対し、オンライン販売による売上げ向上を図るためのセミ

ナーを開催し、合わせて40人の参加がありました。 

 ２の中心市街地活性化事業補助、３の千葉都心イルミネーション負担金は、千葉商工会議所

が中心になって実施した中心市街地活性化事業や地元商店街等が実施した千葉都心イルミネー

ションに対し、助成を行ったものです。 

 ９の中小企業金融対策112億8,166万3,000円ですが、中小企業資金融資制度において、110億

円を取扱金融機関に預託するとともに、表の上から３行目、令和４年度新規融資実行欄に記載

のとおり、新規に金融機関が約40億円の融資を実行し、市内中小企業者の資金繰りを支援しま

した。なお、支援メニューごとの実行額の内訳は、記載のとおりとなっております。 

 次に、182ページをお願いいたします。 

 10の企業立地の促進９億239万円ですが、税源の涵養や雇用創出を図るため、市外企業の立

地及び市内企業の追加投資に伴い取得した資産に係る固定資産税相当額等を助成しました。 

 企業立地促進事業補助金として、令和４年度は、事業の計画認定が40件、新規助成が34件、

継続助成が65社となりました。なお、この補助金は、立地企業の計画を認定し、計画による投

資に対し、市税相当分等を複数年にわたり助成しているものでございます。 

 12のＭＩＣＥの推進１億1,557万9,000円ですが、大規模イベントとして、ＸＧａｍｅｓの開



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－6－ 

催を支援したほか、各種ＭＩＣＥの開催を支援しました。 

 183ページをお願いします。 

 14の観光プロモーションの推進2,360万5,000円ですが、特色ある地域資源を活用した観光プ

ロモーションに加え、訪日外国人による市内消費の拡大を目的とした受入れ環境整備や、ター

ゲットに合わせた海外プロモーションを行ったものです。主に、国内向けにはグリーンツーリ

ズムの推進や体験型観光プラン集、千葉あそびを制作したほか、アニメツーリズムの強化とし

て、デジタルスタンプラリーを開催し、約5,000人の参加がありました。 

 また、海外向けには、台湾・ムスリム向けプロモーションや訪日外国人客受入れ環境整備に

取り組みました。 

 次に、184ページをお願いします。 

 競輪事業特別会計になります。１の競輪開催25億3,180万7,000円ですが、本場開催は表に記

載のとおり、第１回から第12回まで46節92日を開催しました。なお、新型コロナウイルス感染

症の影響により、第１回第１節は開催中止となりましたが、第４回から第６回にかけて、夏休

み無料招待を実施した結果、表の一番の下の合計欄のとおり、入場人員は１万6,978人、売上

高は13億7,764万6,000円となりました。このほか、サイクル会館整備を行うとともに、一般会

計へ1,561万9,000円の繰り出しを行いました。 

 次に、185ページをお願いします。 

 最後に、地方卸売市場事業特別会計になります。１の市場運営13億5,857万7,000円ですが、

運営状況は表に記載のとおり、青果部全体の取扱数量が９万486トン、取扱金額は217億7,246

万3,000円。水産物部全体の取扱数量が9,461トン、取扱金額は117億1,008万9,000円。青果部、

水産物部分を合わせまして、取扱数量が９万9,947トン、取扱金額は334億8,255万3,000円とな

りました。 

 その他、自動火災報知機設備改修工事を行うとともに、エネルギー価格の高騰を踏まえ、場

内事業者等の電気料金の負担軽減を図るため、記載のとおり緊急特別支援金を給付しました。 

 経済部の説明は以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 農政部長。 

○農政部長 農政部長の渡部です。よろしくお願いいたします。それでは、座って説明をさせ

ていただきます。 

 農政部所管の主な施策の概要及び成果について説明いたします。 

 主要施策の成果説明書186ページをお願いいたします。 

 初めに、１の食のブランド化推進4,444万3,000円ですが、本市の食のブランドを確立するた

め、令和２年３月に策定したブランド戦略に基づき創設した、千葉市食のブランド、千の認定

制度により、第３回目となる認定審査を実施するとともに、認定品のプロモーションや事業者

に対する販路拡大支援などを行いました。 

 食のブランド、千の認定件数ですが、新たな認定品及びサービスを９件認定しました。また、

食のブランド、千認定品を活用した料理教室の開催など、料理を軸とした広報を通じ、食に関

心を持つ層に対して効果的なプロモーションを行いました。オンライン料理教室を３回実施し

たほか、クッキングスタジオでの対面型料理教室を４か所で２回ずつ、合計８回実施していま

す。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－7－ 

 次に、２の農地集積・集約対策７万4,000円ですが、農地の集積、集約を図るため、農地銀

行補助を活用した法人などの農業参入を促進しました。 

 次に、３の耕作放棄地の再生推進15万4,000円ですが、耕作放棄地を再生し、生産規模の拡

大を目指す農業者などに再生費用を助成しました。対象面積は2,124平米となっています。 

 次に、187ページをお願いいたします。 

 ４の肥料・畜産飼料価格高騰対策4,427万2,000円ですが、１の肥料価格高騰対策は、肥料価

格高騰を踏まえ、農業者の負担軽減を図るため、肥料費の一部を助成しました。助成件数は

227件です。 

 ２の畜産飼料価格高騰緊急対策は、飼料価格高騰を踏まえ、畜産農業者の負担軽減を図るた

め、飼料費の一部を助成しました。助成件数は24件です。 

 次に、５の次世代向け農育講座469万7,000円ですが、次世代の農業の担い手を育成するため、

小学生及び中学生を対象に、農政センターにおいて、農業及びその周辺の自然科学などに関す

る講義や実習を行いました。講座の実施件数ですが、養蜂やスマート農業機械の実演、組織培

養等、計20講座を開催しました。 

 次に、６のデータ活用型技術指導に係る農業技師育成139万1,000円ですが、経営感覚に優れ

た農業者の育成に向け、栽培環境などのデータを活用できる農業技師を育成しました。ワーク

ショップを４回開催しています。 

 次に、７の家畜伝染病予防対策139万6,000円ですが、家畜伝染病発生予防のため、予防接種

や衛生資材の購入などにかかる費用を助成しました。交付者数は39戸となっています。 

 次に、188ページをお願いいたします。 

 ８の新規就農の推進4,718万1,000円ですが、１の新規就農アドバンス研修は、地域を牽引す

る即戦力となる農業者を確保、育成するため、既に農業を学び始めている者を対象に、農政セ

ンターでの模擬経営を行う研修や就農支援を行いました。研修生は、令和４年度生はイチゴ１

人、令和３年度生はトマト１人、イチゴ１人となっています。 

 ２の新規就農希望者研修は、新規就農希望者を確保、育成するため、農業に必要な技術や経

営方法などの研修を行うとともに、就農後の経営確立を図るため支援しました。研修実施状況

は表に記載のとおり、１年目の基礎研修が１人、３年目の実地研修が２人となっています。 

 ３の雇用就農希望者研修は、多様な担い手を確保、育成するため、市内農業法人等に雇用就

農を希望する者などを対象に、座学や法人でのインターン実習等の研修を行いました。参加者

は８人となっております。 

 ４の新規就農地再生支援は、新規就農者が就農時に必要となる農地の草刈りや土壌改良等の

初期整備費に対し、助成しました。件数は６件、対象農地の面積は４万3,171平米です。 

 ５の農業次世代人材投資資金は、青年の就農後の経営を支援するため、農業次世代人材投資

資金を交付しました。交付者数は、個人17人、夫婦４組となっています。 

 ６の経営発展支援は、新規就農者の就農後の経営発展のため、機械、施設等の導入に係る経

費に対し助成しました。件数は１件です。 

 次に、189ページをお願いいたします。 

 ９の農業後継者対策100万9,000円ですが、１の農業継承者経営発展支援は、農業経営をスム

ーズに継承するための専門家による経営コンサルティング費用や農業経営の継承者がその経営
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を発展させるため実施する法人化や省力化、業務の効率化などの取組に係る経費に対し、助成

しました。件数は２件です。 

 ２の農業後継者対策資金利子補給は、金融機関が行う農業後継者対策資金の融資を受けてい

る農業後継者等に対し、発生する利子の一部を助成し、早期の経営安定を支援しました。件数

は３件です。 

 次に、10の森林等の安全対策2,246万円ですが、１の災害に強い森づくりは、送配電施設な

どの重要インフラ施設に近接する森林を対象に、整備に係る費用を助成しました。実施面積は

2.25ヘクタールで、これまでの累計は5.07ヘクタールです。 

 ２の被害森林整備は、気象災害等により被害を受けた森林を対象に、整備に係る費用を助成

しました。実施面積は1.16ヘクタールで、これまでの累計は2.38ヘクタールです。 

 ３の放置竹林対策は、道路遮断などの被害が発生している放置竹林駆除の実証実験を行いま

した。実施面積は2,560平米です。 

 次に、11の有害鳥獣対策の推進1,342万5,000円ですが、農作物の安定生産及び農業者の経営

安定を図るため、千葉市鳥獣被害防止対策協議会が、地域の農業者等と一体となって行う総合

的な被害防止対策を支援しました。箱わな、電気柵及び監視カメラを設置したほか、ＩｏＴわ

な通知システムを設置するとともに、有害鳥獣対策アドバイザーと業務委託契約を結んで活用

しました。 

 農政部は以上です。 

 引き続きまして、農業委員会事務局の令和４年度歳入歳出決算額の状況について説明いたし

ます。 

 主要施策の成果説明書286ページをお願いいたします。 

 まず、農業委員会事務局の令和４年度歳入歳出決算の状況について説明します。金額は

1,000円単位、1,000円未満切捨てで説明いたします。 

 初めに、歳入ですが、表一番下の計の欄を御覧ください。予算現額は826万3,000円で、調定

額は444万9,000円、収入済額も同額です。 

 内訳ですが、表の上から３段目の款18・使用料及び手数料の欄を御覧ください。 

 右側のページに目を移していただき、収入済額の欄ですが、５万円は各種農地証明の発行に

係る手数料です。 

 次に、款20・県支出金の373万3,000円は、事務局職員の人件費等に係る県からの補助金及び

委託金です。 

 次に、款25・諸収入の66万4,000円は、独立行政法人農業者年金基金からの農業者年金業務

委託金でございます。 

 続いて歳出ですが、款６・農林水産業費の予算現額3,557万5,000円に対しまして、支出済額

は2,867万7,000円で、記載しておりませんが、執行率は80.6％です。支出済額の主なものは、

農業委員・農地利用最適化推進委員の報酬です。 

 288ページをお願いいたします。 

 続いて、主な施策の概要及び成果について説明いたします。 

 初めに、１の農業委員会運営362万3,000円ですが、１の農業委員会総会は、委員数17人で、

12回開催しました。年間の農地法に関する許可・届出状況は表に記載のとおりです。 
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 ２の農地利用最適化推進委員連絡協議会は、委員数23人で、開催しませんでした。 

 ３の農業委員農地利用最適化推進委員合同会議は、４回開催しました。 

 農業委員会会長を除く39人の委員は、４の事前審査、第１班、第２班、５の広報普及班、６

の農地利用最適化推進企画班に分かれた活動をしておりまして、それぞれ記載のとおりの会議

を開催いたしました。 

 次に、２の農業振興76万7,000円ですが、農業委員会だよりを年３回発行したほか、遊休農

地の調査、指導を実施しました。 

 次に、289ページをお願いいたします。 

 ３の農地管理204万4,000円ですが、１の農地違反転用防止対策は、違反転用を20件是正指導

し、このうち是正されたものが13件、未是正が７件です。このほか、２の農地基本台帳システ

ムの運用管理を行いました。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○主査（伊藤隆広君） ありがとうございました。それでは、御質疑等がありましたらお願い

いたします。宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） おはようございます。一問一答でございます。お願いいたします。 

 経済部のほうで、市内観光バスの促進と出ていますけれども、その成果はどのようになった

のか。お願いいたします。 

○主査（伊藤隆広君） 観光プロモーション課長。 

○観光プロモーション課長 観光プロモーション課、竹田でございます。よろしくお願いいた

します。 

 観光バスの利用促進でございますが、大きく２点目メニューを用意させていただきました。

まず、１点目が、イベントですとか、町内自治会等の団体旅行の際にバスを借り上げた場合に、

借上料の半額を支援するメニューでございましたが、こちらは、支援を想定する台数が5,000

台のところ、利用した実績は2,301台という数字になっております。 

 また、２つ目のメニューでございますけれども、こちらは県内を周遊するプランを策定いた

だいたときに、バス代ですとか、宿泊料、飲食代などを支援するというメニューを用意したん

ですが、こちらは残念ながら手続が煩雑過ぎたこともございまして、利用率は低く終わってお

ります。計画数が120サイコウ予定したところ、８サイコウで終わっているところでございま

す。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） やはりそれだけ千葉に観光がないんですよね。だから、こういう

結果になったと思いますので、また引き続き頑張ってください。観光バスも今大変なんだと私

は聞いているから、運転者がみんなダンプに乗ったり、長距離に乗ったりしているから、いい

ことでございますので、どんどんやっていただきたいと思います。 

 それから、小中高校生向けの産業人材育成について、令和４年度の取組状況と成果について

お願いをいたします。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 まず、令和４年度の取組状況についてですが、夏休みおしごと感動体験、こちら
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がコロナ禍により３年ぶりの開催となっております。体験エリアの海浜幕張駅周辺への拡大や、

オンラインによる受講の追加を行ったところです。 

 また、ちばアントレプレナーシップ教育コンソーシアムを通じまして、西千葉子ども起業塾

に加え、新たに動物公園のＰＲ動画作成やＺＯＺＯの出前授業、起業家教育トークライブなど、

様々なプログラムを実施、展開しました。 

 成果としましては、子供たちにとって働く大人と触れ合う貴重な体験となっており、提供し

たコンテンツを通して、社会課題の発見、解決に必要なマインドを高めることができたものと

考えております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） それでは、その人材育成の今後の取組と方向性についてお尋ねい

たします。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 今後の取組の方向性ですけれども、今後につきましては、ちばアントレプレナー

シップ教育コンソーシアム、こちらのほうが令和３年12月に設置したわけなんですけれども、

この認知度向上を今まで以上に図っていくと。 

 それで、企業等の加入を促し、アントレプレナーシップ教育の担い手の増加に努めるととも

に、保護者にその重要性を認識していただき、共感を得ることで、子供たちの参加を促してい

きたいと考えております。 

 現在の取組を継続するとともに、出前授業につきましては、教育委員会等と連携を強化し、

実施校の増加に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） やはりこういうのは子供たちにどんどん参加してもらって、いい

職業に就けるように頑張ってください。 

 それから、短期集中型創業者支援について、どのように伴走支援を行ったのか、お聞きしま

す。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 短期集中型創業支援につきましては、企業支援にたけたコンサルティング会社等

に事業を委託し、採択企業への個別経営支援を行っているところでございます。 

 昨年度の具体的な支援例としましては、採択企業ごとに専属のメンターがつき、経営戦略と

実行計画の策定、販路開拓支援、資金調達、面談のサポートなどの支援を行っているところで

ございます。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） それを支援して、これまでの成果についてお願いします。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 本事業につきましては、令和２年度から実施しておりまして、昨年度まで11社に

対しての支援を行ってきました。支援の成果としては、大手企業との業務提携だとか、様々な
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自治体での実証実験が開始されるとか、あと、数億円の資金調達だとか、10倍以上の売上げ達

成など、具体的な形となっており、一定の効果があったものと認識しております。 

 また、支援を受けた企業の皆様からも、支援を受けて大変有意義だったというような好評を

いただいているところです。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 今後の取組についてと、方向性、両方お願いいたします。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 今後の取組の方向性につきましては、現在の取組を一層進化させていくとともに、

支援企業への継続的なフォローを行い、各企業の事業フェーズに応じた、切れ目ない支援を関

係支援機関と連携して実施していきたいと考えております。 

 また、各種支援メニューや支援環境のさらなる充実に努め、市内外の多くの創業者と、それ

らを支援する企業、支援機関の集積を図り、創業機運の醸成や企業の成長を加速することで、

市内経済を牽引する企業の創出を目指してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員（宇留間又衛門君） 起業家は、三須委員もそうですけれども、本当にお金がないんで

すよ。だから、市からどんどん支援してやって、いい企業はどんどん伸ばしてもらいたいとい

うことでお願いをいたします。 

 それから、中央公園の仮設ステージのことなんですけれども、これは、どういうことで使っ

ているんですか。 

○主査（伊藤隆広君） 産業支援課長。 

○産業支援課長 産業支援課でございます。 

 こちらは、中心市街地のにぎわい創出活性化を目的に実施されるイベントの充実などを図る

ために、中央公園内にイベント時に利用可能な仮設ステージ、こちらを設置する。それから、

附帯設備、発電器やテント、そうしたものを設置する費用でございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 私は、今度予算を取って、やはり地下から油圧か何かで上がるも

のをつくってもらいたい。何だか知らないけれども、あそこにいつもこんなパイプのみすぼら

しいのが立っているようでは市営としてはないので、この予算を取ってもっといいのをつくっ

てください。 

 そうしたら、いい人たちがあそこですばらしい発表をしたり、演芸をやったりしますので、

あれをいつまでもお金かけて、テントを張ったりなんかしないで、ひとつ予算を取ってすばら

しいのをつくっていただきたいと要望しておきます。 

 それから、千葉市の花火大会ですけれども、その効果と成果はどうなっているんですか。あ

そこの一番端では、花火の半分は習志野市の人が見ているんですよ。やはり元通りに、中央に

持ってきてもらいたいと思います。その２点、お願いいたします。 

○主査（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 観光ＭＩＣＥ企画課でございます。 
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 まず、花火の成果でございますが、昨年度はコロナ禍の中で人数を絞ってやったわけであり

ますが、今年は７万5,000人の方をお迎えして、８月にやることができました。にぎわいだと

か、ホテルの方に聞くと、ふだんよりも価格をオンして販売できるとか、そういったインもあ

りますので、一定の経済効果があったと考えております。 

 場所のことでございますが、花火はやっていく中で交通規制だとか、あとは騒音の問題もあ

りまして、なかなか賛成をいただける方ばかりではなく、いろいろな御意見をいただくという

のが現状でございます。 

 我々としては、今現状の幕張の浜というところが、そういった周辺の御理解をいただきなが

ら、地域に一定の経済効果があるということで、現在のところでやらせていただいているとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 私たちはこの前花火をやってしまったから、昔はここでこの花火

を全部やっていたから、私たちも悪いですね。10何階で建ててもいいと言ったから来てしまっ

たからね。４階建てまでにしておけば、これはできたと私は思っておりますので。分かりまし

たけれども、なるべく習志野市のほうへ打たないで、千葉市のほうにどんどん寄せてこないと、

ある人が言っているんですよ。宇留間さん、あれは習志野市に見せているのではないかと、千

葉市の花火ではないではないかと。そういうことでお願いいたします。 

 以上で、経済部は終わりたいと思います。 

 それから、農政部のほうで、確かに肥料価格が高騰しましたよね。肥料価格高騰対策での農

家への成果とか、農家からどういう反応があったんですか。 

○主査（伊藤隆広君） 農業生産振興課長。 

○農業生産振興課長 農業生産振興課、森田です。 

 肥料価格高騰対策については、交付予算額6,000万円のうち、交付額1,409万3,000円、執行

率は残念ながら23.5％と低く、当初予定の販売農家数862人に対して222人の給付にとどまりま

した。 

 この結果を分析して、周知が足りなかったのではという面に関してですが、周知に関しては、

農業委員会だよりを4,000部配布しました、ＪＡ説明会が８か所、11回、174名の方に説明をい

たしました。 

 また、途中で申請が足りなかったので、プッシュ型の周知として、農家の人に166名訪問を

いたしました。また、ホームページの掲載等、十分周知を図ったと認識をしていますけれども、

農家を訪問する中で、国と異なって申請書類が簡易で大変分かりやすかったというような声も

聞いておりますし、逆に、私たちが農家に行ったときに、ありがたいですという形で申請をお

手伝いしようとしたんですけれども、申請金が少なくて、やはりやめますという方がすごく多

かったんです。なので、一時的な効果はあったと私たちは認識をしております。 

 中長期的な支援も必要なので、今農政センターで無料でやっている土壌診断を活用して、肥

料代の削減に努めてまいりたいと考えています。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 
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○委員（宇留間又衛門君） やはり農家はすぐ買わないで、まとめて買ってしまうから、肥料

にしろ、今日何をまくというのは無理だから、今度はそういうことを言わないで、もう前のも

のも全部あげますと言わなければ駄目ですよ。前の領収書を持ってきて、これも適用しますと

言えば、農家の人たちも、多分農家の人たちはもう４月頃に種だとかをいろいろまきますから、

皆さんそれと一緒に肥料をみんな買ってしまいますから。 

 だから、そういうところをやはり見てあげないと、ただ今からこうしてやりましょうではな

くて、前の領収書もいいですと言えば、農家の人たちもみんな領収書を出してくる。そこの算

定をしてやれば、200人ではなくて800人、あと500人で出るかもしれない。 

 やはりそういうことも考えて、みんなの税金ですから。あなたたちのお金ではないんだから、

そういうことを、農家の人をよく考えさせて、やはり有効に使っていただきたいと思います。 

 最後に、これは三須委員の質問ですけれども、三須委員は言えませんから、私が代理で言い

ます。鳥獣対策について、現状と今後の対応について、お願いいたします。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 農政センターの圓城寺です。 

 有害鳥獣対策の現状と今後の対応、対策についてということで、有害鳥獣につきましては、

昨年度、農作物被害の金額としまして約1,200万円で、高い水準で推移しております。 

 中でも、ハクビシン、アライグマ等の中型獣による被害は依然として多く、有害鳥獣対策の

強化が必要と認識しております。 

 農作物被害につきましては、市、猟友会、ＪＡ等で構成する千葉市鳥獣被害防止対策協議会

が被害防止対策を行っておりまして、市が事務局となって運営をしております。令和４年度に

おきましては、この協議会を中心に、農地への侵入を防止するための電気柵の設置、それから

大型箱わな等を使用したイノシシの捕獲、そして、ＪＡの各支店に配置した中型獣用の箱わな

を使用したアライグマやハクビシン等の捕獲、そして、有害鳥獣アドバイザーを活用した地域

協議会の設置支援を行ってまいりました。 

 また、今年度は、若葉区において、中型獣を集中的に捕獲するためモデル地区での事業を実

施しておりまして、得られた知見を今後の対策に生かしていきます。 

 さらに、地域ごとに捕獲の担い手を確保するため、わな免許取得を見据えた実践的な研修を

開催するとともに、地域ぐるみでの捕獲を進めるため、地域協議会の設置をさらに進めまして、

有害鳥獣対策を強化してまいります。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 幾ら対策をやっても、イノシシはねずみ算で増えていってしまう

んです。それを何とかしないと、それだったら今非常に農地があるから、そういうところにイ

ノシシをみんな入れてしまえばいい。そこに呼ばせればいい。 

 やはりそういうことをしないと、やはりもう中央区まで来ますよ。緑区まで来ているんだか

ら。だんだんこっちに来るから、それを止めないと、幾ら対策をしても、だって、この間聞い

たら、ジョイフルか何かで売っている箱わなを買ってきてイノシシを捕えたら、市に持ってい

っても駄目だと言うから、それはおかしいのではないかというような点で私は言ったんだけれ

ども、わなの免許というのは、講習を１週間とか、２週間受けたらもらえるのか。 
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○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 農政センター、圓城寺です。 

 箱わなというよりも、わなの免許の取得につきましては、県が定期的に開催しておりまして、

そこで講習を受けていただいて、試験を受けてもらって合格すると、わな免許の資格が得られ

るというものになっております。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） 今度は議員もやるから、やってくださいよ。箱わなを持ってこい

とか、何を持ってこいとかと言われるんですから。うちのほうはアライグマがいますから。

我々は捕まえてはいけないんですよね。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 農政センター、圓城寺です。 

 先ほども御説明させていただいたんですけれども、農協の各支店ですとか、それから、農政

センターのほうに箱わなを用意しております。こちらについては、御連絡いただきまして、免

許を持った農協の職員の下、それから猟友会の指導の下、設置をして、捕獲したものについて

は無料で処理するという、そういう法律に基づいた対策を取っております。 

○主査（伊藤隆広君） 宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） そのように緑区と若葉区が困っていますから、早急にもう少し予

算をつけて、イノシシの撲滅をお願いいたします。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） ほかにございますでしょうか。茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） では、一問一答でお願いします。御説明ありがとうございました。 

 成果説明書に沿っていきたいと思います。178ページです。 

 新規事業として、中小企業者向け支援金、交付件数が明示されております。申込みに対する

交付件数の割合につきまして、教えてください。 

○主査（伊藤隆広君） 産業支援課長。 

○産業支援課長 産業支援課でございます。 

 事業継続支援金につきましては、申請311件に対しまして、給付が251件、割合は80.7％、緊

急特別支援金につきましては、申請1,971件に対し、給付1,828件で、割合は92.7％となってお

ります。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。交付の見込みに対するこの実績、交付の見

込みがあったかと思いますけれども、それはどのように評価されておりますでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 長谷部でございます。 

 今、課長から説明がありましたとおり、かなり計画の数値よりも大幅に下回ってしまった結

果となっております。しかしながら、受給者に対するアンケートでは、支援金が役に立った、

どちらかといえば役に立ったと回答した方の割合が、事業継続支援金では100％、企業緊急特

別支援金では98％となっておりまして、支援金制度自体への満足度は高かったのではないかと
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考えております。 

 ただ、一方、当初の見込みに対して実績が上がらなかったことにつきましては、個人事業主

をはじめ、申請に必要な書類の把握とかの収集が難しいという声が一定数ありましたことから、

それが要因だったのかと考えております。 

 現在実施しておりますエネルギー価格等高騰対策支援金につきましては、申請書類をかなり

簡素化して、改善を行っているところでございます。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございます。書類が煩雑だったというところでありました

けれども、改善がされているのであれば、引き続きお願いしていきたいと思います。 

 続きまして、今この支援金ですが、昨今、社会問題として、様々な不正受給等が報道されて

おります。本支援金におきまして、不正受給等は発生していないでしょうか。万が一発生して

いましたら、件数とその事後の対応について教えてください。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 給付金につきましては、申請書に確定申告書を添付していただいておりまして、

この記載内容等から申請内容に不審点が存在しないかを確認をしております。また、申請があ

った全ての事業者に対して、事務局から電話連絡をして、事業についての聞き取りを行うなど、

事業の実態の有無を確認しているところでございます。今のところ、不正受給が疑われる事例

は発生しておりません。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。承知いたしました。 

 続きまして、ＣＨＩＢＡ－ＬＡＢＯテレワークの利用対応で、個室ブースが設置されており

ました。御承知のとおり、結構最近町なかで、個室ブースは設置されておりますけれども、こ

のＣＨＩＢＡ－ＬＡＢＯの個室ブースの利用状況について教えてください。 

○主査（伊藤隆広君） 産業支援課スタートアップ支援室長。 

○スタートアップ支援室長 産業支援課スタートアップ支援室、田中でございます。 

 個室ブースにつきましては、ウェブ会議や機密性の高い内容の電話をする際の利用を想定し

まして、令和４年７月に設置いたしました。年度末までに延べ140人の利用がございました。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。ほぼほぼ、それなり、少しその捉え方が難

しいと思うんですけれども、おおむね順調に稼働したと考えてよろしいんでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） スタートアップ支援室長。 

○スタートアップ支援室長 スタートアップ支援室でございます。 

 今委員からおっしゃられたように、おおむね我々の見込みどおり稼働したという認識でござ

います。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。新型コロナ対策ということで、中小企業者
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向け支援金をはじめ、様々な施策を記載していただいているとおり、機動的に実施してきたと

認識しております。これらの施策の実施を通じて、例えば、市内の中小事業者、個人事業主の

方、また商店街の実情などについて、当局として掌握、また認識したことがあれば、ぜひお聞

かせください。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 中小企業者の支援金の受給者とかに都度アンケートを実施しておりまして、今後

の事業継続に必要と考えられるものとして、資金繰りやコロナ対策のほか、新分野への進出だ

とか、あと、デジタル化が挙げられております。 

 コロナ禍で変容した社会経済に対応するための事業変革やＩＣＴ化など、事業価値を高める

事業者の取組に対し、しっかりと支援していくことが重要であると考えております。 

 特に、コロナ禍ということで、中小企業者緊急特別支援金におきまして、通常の10万円支給

と併せて、ＢＣＰ策定給付というものをやっておりました。こちらのほうはさらに10万円の加

算金を実施しておるんですけれども、中小企業者はもちろんのことなんですけれども、個人事

業主、あとは商店主などからも、コロナ禍でＢＣＰの重要性がよく分かったとか、ＢＣＰに取

り組むきっかけとなってありがたかったなどの声をいただいておりまして、約1,000社ほどの

加算を行いました。 

 引き続き、市内事業者の策定率が上がるように、普及啓発や策定支援を継続していく必要性

を認識したところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。コロナを通じて、今おっしゃっていただい

たようなデジタル化ですとか、事業変革に対する対応ですとか、あとＢＣＰの件とか、経験上

いろいろ得たものがある、コロナ禍で得たものもあると思いますので、これらの経験、教訓を

生かしながら、今後、本格的に経済が動き始めているアフターコロナにおきましても、引き続

き事業者に寄り添った経済対策を求めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、180ページになります。 

 産業振興財団のところで、経営技術支援で、相談件数2,573件、あと、ビジネスアドバイザ

ーの企業訪問474件と実績があります。コロナ以前からどのように変化がありましたでしょう

か、教えてください。 

○主査（伊藤隆広君） 産業支援課長。 

○産業支援課長 産業支援課でございます。 

 相談件数につきましては、令和元年度が3,305件、令和２年度1,873件、令和３年度が2,083

件で、令和４年度は2,573件でございますので、前の２年、令和２年、３年に比べては、増加

してきたという形です。 

 また、ビジネスアドバイザーの企業訪問につきましても、令和元年が416件、令和２年度が

117件、令和３年度が168件で、令和４年度は474件となっておりますので、こちらにつきまし

ても、前の２年に比べて、令和４年度は増加したという状況でございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 
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○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。令和元年、コロナ前の水準に回復、若干の

伸ばしたということで承りました。 

 すみません、一般知識で恐縮なんですけれども、幕張に千葉県よろず支援拠点というのがあ

るんですけれども、この産業振興財団とのすみ分けとか、また、連携など行っているのか、そ

れについて教えてください。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 県のよろず支援拠点と産業振興財団、共にコーディネーターによる伴走支援を行

っている支援機関でございます。よろず支援拠点は千葉県全体を対象しているのに対しまして、

産業振興財団はより身近に市内事業者のニーズをきめ細かく対応しているものと考えておりま

す。 

 産業振興財団とよろず支援拠点の連携としましては、コロナ禍における市内事業者の売上げ

回復に向けた支援で協力体制を取っていたほか、財団が主催するセミナーの講師に、よろず支

援拠点のコーディネーターに務めていただくなど、現在でもお互いに事業の周知協力などを行

っているところでございます。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。よく分かりました。 

 よろず支援拠点、結構報道でも相談対応件数が非常に増加していますし、満足度調査でも非

常に高い数値が報告されておりますので、産業振興財団も同じかと思いますけれども、ぜひ引

き続き成功事例を積み上げて、事業内容の充実を図っていただければと思います。よろしくお

願いします。 

 続きまして、182ページです。 

 観光ＭＩＣＥのところで、ＭＩＣＥの推進のところで質問したいと思います。 

 国際会議、大規模コンベンション開催につきまして、コロナ前である令和元年度の会議数、

来訪者数、経済効果と、昨年度の会議数、来訪者数、経済効果につきまして、また、今年度以

降の見込みについて教えてください。 

○主査（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 観光ＭＩＣＥ企画課でございます。 

 国際会議等の開催数等については、日本政府観光局のほうで集計をして教えていただけると

いうことになります。毎年11月から12月の発表になりますので、大変恐縮ですが、令和４年に

ついては、まだ発表がされていないところでございます。 

 条件でいいますと、参加者50人以上で、日本を含む居住国地域が３以上、あと、開催数が１

日以上という条件でやっていただいていて、個別の経済効果等は観光局のほうでも出していな

いということでございまして、ちなみに、これは暦年でやっていますので、令和元年でいいま

すと、開催件数が56件、参加者数が約８万6,000人となっております。 

 ちなみに、参考までに令和２年では、コロナ禍でありましたので、開催数が１件、参加者は

88人で、2001年、令和３年は、開催、参加者ともにゼロというところでございます。 

 令和５年度以降の見込みについてですが、先ほど申し上げましたように、令和４年の国際会

議の開催はまだ未発表であるということなんですが、我々としては、ちば国際コンベンション
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ビューローや幕張メッセと話を聞いているんですが、現状の国際会議等は順調に回復をしてい

るというようなお話を聞いておりますので、お問合せにありました国際会議等については、順

調に増加をすると見ております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。非常に経済効果も、算出はしていないとい

うことでしたけれども、これだけ集客効果もありますので、相当な経済効果が見込めると思い

ますので、これからもＭＩＣＥの推進をお願いしたいと思っております。 

 続きまして、183ページ、観光プロモーションの推進につきましてです。 

 海外の海外プロモーションにつきまして、コロナ前、コロナ禍の最中、またインバウンド受

入れ再開後の昨年度と、取組についてどのように変化してきたか、教えていただければと思い

ます。 

○主査（伊藤隆広君） 観光プロモーション課長。 

○観光プロモーション課長 観光プロモーション課、竹田でございます。 

 インバウンドに関することでございますけれども、まず、コロナ禍前なんですけれども、こ

ちらにつきましては、ターゲット国を定めまして、特定の国に向けましてプロモーション活動

を展開していたところでございます。 

 特に、親日国である台湾では、現地に赴いてプロモーション活動を行うとともに、現地メデ

ィアを通して、市の魅力などを発信したところでございます。 

 また、マレーシアですとか、インドネシア、こちらはハラール対応が必要なんですが、ムス

リム対応ということで、ムスリムマップの作成ですとか、国内外のプロモーション活動に取り

組みまして、ムスリムフレンドリー都市としての存在感を示していたところでございます。 

 コロナ禍になってからなんですけれども、御存じのとおり渡航制限がかかりまして、訪日客

が見込めなくなりましたという状況を踏まえまして、アフターコロナを見据えまして、主に受

入れ環境の整備のほうに注力してきたところでございます。 

 観光協会などと連携いたしまして、市内の飲食店などを多言語化して露出するウェブサイト

なんですが、おもてなしＳＨＯＰガイドの機能更新ですとか、ムスリムマップの更新ですとか、

外国人観光客向けのボランティアガイドの養成などに取り組んできました。 

 そして、昨年令和４年10月に、水際対策が緩和されました。これ以降、また少し取組が変わ

ってきておりまして、インバウンドが来れる条件になってきたんですけれども、昨年の年度末

の状況でいきますと、まだ国内に戻ってきているお客様が６割程度ぐらいしか戻っていなかっ

たと。大分戻りが遅かった状況でございました。 

 とはいえ、手をこまねいているわけでもございませんで、昨年度下半期から、実際台湾です

とか、マレーシアのほうに赴いて、プロモーション活動を再開している状況でございます。 

 また、このコロナ禍の間にいろいろと情報収集したところ、個人の外国人観光客がやはりＳ

ＮＳですとか、ウェブですとか、口コミ情報に基づいて来日しているということを把握しまし

て、本年度からウェブサイト、ＳＮＳを用いまして、個人旅行者向けの取組に着手し始めてい

るところでございます。 

 以上でございます。 
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○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。非常に状況に応じて対応されている様子が

よく分かりました。ＭＩＣＥ同様、本当に経済効果を創出できる部分でございますが、引き続

きしっかり取り組んでいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、185ページ、地方卸売市場のところでございます。 

 運営状況が表で示されております。取扱数量、あと取扱金額、もちろん合計ベースで結構で

す。対前年度比と、あと、コロナ前を含めた例年比について伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 地方卸市場、鈴木でございます。 

 昨年度中、水産物卸売会社１社の撤退がありましたが、令和４年度の取扱高を令和３年度と

比較しますと、全体としましては、数量は約６％の減少、金額では約１％の減少となってござ

います。 

 例年比ということでございますが、例年比につきましては、青果、水産とも一定しておりま

せんが、平成25年から10年間の平均を取りますと、全体比較としましては、数量では年約３％

の減少、金額では年平均約１％の減少となっております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。コロナ最中の令和３年度と比べても、令和

４年度は減少しているということなんですが、この要因は何かあるんでしょうか。教えてくだ

さい。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 地方卸売市場、鈴木でございます。 

 やはり、コロナ禍の影響ということで、いわゆる取扱い、取引業者の数が減っているという

のがやはり大きな要因でございます。なお、量につきましては、やはり全体的に減っているん

ですが、最近の事業者の傾向としましては、金額ベースにつきましては、若干取扱いの金額が

上がったということを場内事業者から聞いておりますので、量の取扱いベースよりは、金額ベ

ースとしては、減少の傾向が若干緩む傾向にございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。取扱業者が減少している、市場を介さない

で取引するというビジネスが普及してきたということの影響もあるかと思いますが、引き続き

運営をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、186ページです。 

 耕作放棄地の再生推進につきまして、不勉強で大変恐縮なんですけれども、イメージが湧か

ないので、参考ということも含めて教えていただければと思います。 

 まず、再生費用助成とあります。再生費用とは具体的に何なんでしょうか。面積に対して決

算額15万4,000円、イメージがつかみづらいので、教えていただければと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 農地活用推進課長。 

○農地活用推進課長 農地活用推進課です。 
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 再生費用の具体的な内容なんですが、こちらは障害物の除去、廃棄物の処理、あと、深耕、

深く耕すことです、整地、また、これらの作業と併せて行う土壌改良、肥料を入れたり、有機

資材を入れて耕運するとか、あと、緑肥作物を栽培することに要する経費について助成してお

ります。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。非常に多岐にわたる作業に対する助成とい

うことですが、この助成は何人に対して実施されたんでしょうか、教えてください。 

○主査（伊藤隆広君） 農地活用推進課長。 

○農地活用推進課長 令和４年度の助成対象件数は、１件となっております。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。１件ということでございますけれども、本

市におけるその耕作放棄地の現状、現在の状況及び今後の対応対策について教えてください。 

○主査（伊藤隆広君） 農地活用推進課長。 

○農地活用推進課長 本市の耕作放棄地は、農地として再生利用されるほか、農業用の利用以

外の様々な用途に利活用されていますものの、令和４年度は751ヘクタールと、依然として高

止まりの状況にございます。 

 今後の対応、対策につきましては、補助事業の実施によりまして、規模拡大等を機とする農

業者による再生を支援するとともに、再生した耕作放棄地を活用した法人等の誘致の取組を進

めることによりまして、参入法人を含む、意欲ある担い手への集積により農地を保全すること

で、耕作放棄地の再発生を防止していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。私は花見川区なんですけれども、結構あそ

こはやはり明らかに放棄したと見てとれる農地がたくさんありますので、どうか改善開始に向

けて取り組んでいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 最後の項目になります。188ページから189ページにかけまして、新規就農の推進ですとか、

あと農業後継者対策ということで、様々施策を示していただいております。 

 改めてですが、本市の農業における担い手不足の状況と課題について、まず、お聞かせいた

だけますでしょうか。お願いします。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 本市の農業における担い手不足と、現状と課題ということで、2020年の

農業センサスによりますと、本市の農業経営体はこの10年間で４割強も減少しておりまして、

911経営体となっております。 

 中でも40歳代以下の青年農業経営体数は50経営体となっておりまして、青年農業経営体の確

保育成が喫緊の課題等と認識しております。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） ありがとうございました。令和４年度の取組の成果と、あと、今年度
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以降の取組について伺いたいと思います。お願いします。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 令和３年度から新たに、短期間で即戦力となる青年農業経営者を確保育

成するため、新規就農アドバンス研修会を開始しておりまして、令和４年度に２人が研修を修

了しまして、それぞれイチゴとトマトの栽培に向けて、現在営農準備を進めているところです。 

 なお、新規就農者の確保に向けまして、小中学生向けの授業としまして、次世代向け農育講

座を実施、それから、高校生、大学生向けの授業として、農業インターンシップ事業を実施し

ております。農業を職業の選択肢の一つとして意識してもらえるよう取り組んでいるところで

す。 

 今年度以降の取組についてですけれども、新規就農者向けの研修については、これまでの研

修を刷新しまして、新規就農者がそれぞれの経験、それから希望に応じてコースを選択できる、

ニューファーマー育成研修を今年度から実施しまして、青年農業経営者の確保育成に取り組ん

でまいります。 

 農業用機械、それから施設の整備の支援につきましては、従来の補助事業を整理、再構築し

まして、家族経営、法人、農業後継者、新規就農者など、漏れなく活用可能としました、未来

の千葉市農業創造事業を今年度新設いたしました。今後、当該事業の活用が進みますよう、農

業者の皆様へのきめ細やかな周知を行ってまいります。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 茂呂委員。 

○委員（茂呂一弘君） 御説明ありがとうございました。人材確保になかなか苦心されている

様子ですとか、あと、様々な手法で人材育成をしようとしている様子が伺えました。どうか有

効的な成果を生み出せるよう、今後も引き続き継続して取り組んでいただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 一問一答でよろしくお願いいたします。 

 まず、経済部の収入未済額の部分についてです。 

 これは催促のみならず、中小企業卸売市場の事業者など、未納業者への経営支援、立て直し

支援の相談などにもつなげていただくようお願いして、具体的な質問に入りたいと思います。 

 経済成長・雇用創出ビジョン策定についてです。前期計画の課題と、本計画における特に重

要視するところ、特にコロナ禍の影響を踏まえた点であるとか、他都市との差別化のために工

夫したものがあるのかについても教えてください。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 まず、前計画との課題と本計画における重点というところでは、地域経済活性化

戦略、前計画になるんですけれども、リーマンショック直後の景気後退下での企業の経営基盤

安定を基本戦略に、企業の経営革新を促すものでございました。 

 しかしながら、景気回復がこの計画期間中に比較的早く進んだため、途中でアクションプラ

ンというものをつくりまして、補完をしたところでございます。中小企業の経営者の事業承継

が進まないことであるだとか、また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大下では、このアク
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ションプランでも対応できなかった。こういったものが課題かと感じております。 

 現在の経済成長・雇用創出ビジョンにおきましては、新たな価値の創造と変化に対応できる

経済基盤の強化、こちらを基本目標として４つの戦略を立てておりまして、特にコロナ禍であ

る程度定着しました新たな生活様式下でのビジネスの展開に向けた支援や、ＳＤＧｓに対応し

た事業活動などへの取組、スタートアップ支援などを重点としておりまして、働く場所、また

は事業活動を行う地として、千葉市が選ばれる町となるように努めていきたいと考えていると

ころでございます。 

 他都市との差別として今回の計画でやっているのは、令和４年度に脱炭素先行地域に認定さ

れたことに合わせまして、経済施策として、大規模集客施設が多数立地するグリーン・ＭＩＣ

Ｅエリアといった地域特性を生かした取組を推進しているところでございます。 

 こういった状況を踏まえまして、現在の経済成長・雇用創出ビジョンにおきましても、グリ

ーンＭＩＣＥの取組を位置づけたほか、企業の脱炭素、ＳＤＧｓの取組を支援するため、セミ

ナーによる啓発だとか、あと、融資制度の拡充等の取組のひもづけ、こういったものを実施し

ていくこととしているところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。代表質問でもグリーントランスフォーメーシ

ョンについても言及をさせていただきましたが、今後の経済ビジョンにおいては、御答弁にも

あったように、ＳＤＧｓや脱炭素についても、経済部もギアを上げていくということが大変重

要にはなろうかと思います。 

 グリーン・ＭＩＣＥエリアなどの地域特性を生かした取組についても推進していくというこ

とでありますので、その部分も含めて、これからビジョンを基に経済発展することをお願いし

たいと思います。ありがとうございます。 

 次、ＭＩＣＥからは、ハイブリッド型ＭＩＣＥ開催促進補助についてです。こちらの実績と

評価について、どのように御認識でしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 まず、実績としましては、９件のイベントに対して約2,500万円の補助をしてお

ります。コロナ禍により国際会議やイベント開催がリアルとオンラインによるハイブリッドが

定着する中、ハイブリッド型ＭＩＣＥで補助することで、国際会議等の市内開催と、これによ

る地域経済への企業の継続、さらに、主催者側に対しましても、ハイブリッド開催を促すこと

で、新たな生活様式に対応したＭＩＣＥの推進の一助になったものと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。ウイズコロナの中で、ハイブリッドがもうス

タンダードになっている中で、９件という実績があることが分かりました。そのような実績を

踏まえて、ＭＩＣＥ全体をこれからも推進していただきたいと思いますが、社会経済活動の復

活を踏まえて、国際会議や大規模コンベンション開発補助の活用なども期待するところであり

ますが、今後どのように進めていくのでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 
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○経済部長 コロナの５類移行後、国際会議等においてもリアル開催にまた戻ってきておりま

すが、開催形態が非常に多様化してきておりますので、こういった社会経済環境の変化に的確

に対応した事業を展開していく必要があると考えております。 

 今年度は、新たな取組として、主催者による地域波及効果、地域経済や本市の施策、市民へ

の理解促進に資するもの、こういったものが望める取組や、あとは脱炭素に資する取組、取り

組む会議やイベント等への支援の充実を図るため、グリーンＭＩＣＥ補助制度を開始しました。 

 これにより、先端的な取組を行うイベントが本市で開催されるなど、本市のブランド力を高

め、さらなるＭＩＣＥを呼び込み、本市の観光の振興に努めていきたいと考えております。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。繰り返しになりますけれども、このグリーン

ＭＩＣＥ補助制度に大変期待するところであります。先進的なイベントが開催されることによ

って、脱炭素等やＳＤＧｓということも含めて、本市ならではのＭＩＣＥの推進をお願いした

いと思います。ありがとうございます。 

 次、産業振興財団にお聞きしたいと思います。 

 予算においては、３億3,500万円ぐらいの予算を計上されていたのに対して、決算では２億

8,000万円弱になっております。その理由についてお聞かせください。 

○主査（伊藤隆広君） 産業支援課長。 

○産業支援課長 産業支援課でございます。 

 産業振興財団のコーディネーター、それからビジネスアドバイザーというものが配置されて

いるんですが、それがそれぞれ７月と９月に１人ずつ自己都合で退職があって、今年３月まで

補充ができなかったということで、人件費が減になったということが一つと、それから、事業

のほうでは、ＩＣＴ補助金が予算の26件に対して、実績は16件であったというようなことが主

な理由でございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。人件費によるものだということは理解できま

した。コーディネーターもビジネスアドバイザーについても、財団の重要な人材でありますの

で、ブランクがあるということについては、今回のことを踏まえて人材の維持、確保に努めて

いただきたいですし、また、ＩＣＴ補助金も必要とされているところがもう少しあるのかなと

思ったら、予算に対しては16件ということではありましたが、今後のニーズもしっかり捉えて

いただくことをお願いできればと思います。 

 そして、事業者向け相談機能の強化やワンストップ窓口の実績と効果については、どのよう

に捉えていらっしゃいますでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 ワンストップ窓口につきましては、令和４年７月に事業者向けに開設しておりま

して、ビジネスアドバイザーがコンシェルジュとして相談の指示受付、支援要望や課題のヒア

リングなどを行い、コーディネーターやキャリアアドバイザーの伴走支援と引き継いでいるも

のでございます。 

 コンシェルジュとしての相談受付は320件あり、今まで以上に円滑で適切な対応につながっ
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ている、相談者から評価する声もいただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。 

 そして、併せてビジネスアドバイサー企業訪問、それから、事業活動変革促進については、

どのように評価されているのか。コロナによる社会経済の影響が現在少しずつ減少、変化して

いると捉えられる中で、今後、地元中小企業への支援もどう進めていくかも併せてお聞かせく

ださい。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 ビジネスアドバイザーの企業訪問は、令和３年度の168件に比べ、474件と増加し

ており、コロナ禍が長引く中にあっても、積極的に活動を行った結果と考えております。 

 また、事業活動変革促進につきましては、コロナ禍の影響が長期化したことで、事業変革よ

り、既存事業の立て直しのため、売上げ拡大を目的とする国の持続化補助金を活用する事業者

が増えた影響があるなどと考えております。 

 経済活動の回復により、事業変革など、積極的に取り組む事業者が活用しやすいよう、本年

度より開発費を対象に加えており、より広い活用を促していきたいと考えております。 

 また、コロナ後の社会経済の変容に対応するためなんですけれども、事業者の新分野進出や

事業転換など、事業変革の取組やデジタルシフトのさらなる取組など、ＩＣＴ活用による生産

性向上による企業価値を高める取組、企業の成長を促す販路拡大の取組などを支援していくと

ともに、今後、増加が見込まれる事業承継への支援など、ニーズに応じ的確な支援を行ってい

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。そういう意味では、今お聞きしました相談機

能の強化であったり、ワンストップ窓口、ビジネスアドバイザー企業訪問、事業活動変革促進

など、多種のメニューによって伴走支援を行っているということが、やはり他市との差別化に

もつながっているということで、大変期待をするものでありますし、評価をするものでありま

す。 

 中小企業で、高齢化であったり、担い手、事業継承というのがなかなか難しいという、その

ような地域中小企業の独特のニーズに合わせて、今後、的確な支援をお願いしたいですし、や

はり販路拡大というところを地元でできるように、これからもつなげていただきたいと思いま

す。ありがとうございます。産業振興財団については以上です。 

 先ほど、宇留間委員から花火、幕張ビーチフェスタのことについても言及がありました。ま

ず、決算についてはどのようになっているか、お聞かせください。 

○主査（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 観光ＭＩＣＥ企画課でございます。 

 令和４年度の花火実行委員会の全体の運営ですが、運営費が約9,300万円となっております。

主なものとしては、海上警備費が6,600万円、打ち上げの委託が1,100万円でございます。 

 以上でございます。 
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○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。昨年度がコロナ禍で再開を始めされて、今年

度、復活というような形の規模でされたかと思います。今年度、大変にぎわいはあっただけに、

大勢の見学者がいらっしゃったために、もう少し飲食店などが充実していると、さらに楽しか

った、混雑の緩和にもつながるのではないかというような参加者の御意見もいただいていると

聞いておりますが、昨年度の課題を踏まえて、今年度はどのように改善されたのか、飲食店ブ

ースなどのことも含めてお願いできますでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 まず、出店についてなんですけれども、今年度、予定数96店舗のところ71店舗で

ございまして、各店舗とも長い行列となり、不便をかけた面がございました。 

 幕張ビーチ花火フェスタの開催日の８月５日は、市川、松戸、手賀沼、佐倉など、千葉市を

含めた県内８都市で花火大会が開催されておりまして、出店者は各会場の条件により出店を決

定すると思われますが、本年度は観客を事前登録の７万5,000人としたことで、周囲の花火大

会よりも規模が小さいのではと判断された可能性もございまして、そのことが出店する出店の

店舗数に達しなかった要因の一つであると考えております。 

 次年度に向け、より多くの出店を確保できるよう、募集方法や募集条件などを検討していき

たいと考えております。 

 それと、あと令和４年度なんですけれども、大会規模はコロナ禍ということで非常に小さく

開催させていただいたんですけれども、本年度７万5,000来たこちらの大会運営ですね。こち

らのほう、良い経験となったと考えておりますし、今年度無事に終了したもの、こちらのほう

につながったものと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。県内の他自治体の花火大会との差別化という

ことも十分図っていただいておりますし、出店数については理解したところであります。 

 やはり市外からもいらっしゃる、また若年層が来場するというイベント性を踏まえて、もち

ろん観光であったり、様々な側面からの御尽力をしていただいていると思いますが、千葉市の

理解であるとか、地域産物の消費促進であったり、様々な意味で魅力的な花火以外のイベント

ブース等を設けていただくよう、お願いできればと思います。 

 次、卸売市場について、お願いできますでしょうか。 

 卸売市場については、コロナの影響については茂呂委員からお聞きいただいたので、具体的

な状況としまして、コロナ前など等を含めて、例えば、青果や水産などの産業別にどれぐらい

の減少、コロナの後どのような影響があったかなど、言及いただけますでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 地方卸市場の鈴木でございます。 

 コロナ前の成果につきましては、令和元年度ですと、数量としましては114トンから約90ト

ンへの減少、金額としましては231億から217億の減少となっております。 

 また、水産物部につきましては、令和元年度１万1,800トンから約9,400トンへの減少、金額

ベースとしましては120億8,000万から117億への減少となっております。 
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 全体としまして、令和元年度と令和４年度の全体を比較しますと、取扱量としましては、約

20％の減少、金額ベースですと約５％の減少となっております。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。そうすると、数字を要約すると、成果として

は約６％、水産としては３％の減少程度にとどまっているという理解でよろしいでしょうかね。 

 コロナによく持ちこたえていただいたということはありますが、場内事業者等緊急特別支援

金についても、ほとんどの事業者に提供できたとは思いますが、まだまだそうはいっても社会

経済活動が完全に復活したわけではないので、事業者の御苦労などもお聞きしながら支援メニ

ューをつくっていただきたいということを踏まえて、２問目としては、原油価格高騰について

は、電気代の高騰など、県において支援事業で対応されていらっしゃって、市としては、単独

の支援事業については、このメニューについてはお持ちでないと認識しておりますが、まだま

だそういう意味では電気代の高騰などの影響が続くと考えます。本市における支援の考え方に

ついてお聞かせください。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 地方卸売市場の鈴木でございます。 

 やはり原油価格・物価高騰など、依然として厳しい状況にあることは認識してございます。

市では、エネルギー価格対策等高圧支援金の活用を促進していたり、また、県から支援事業、

いわゆる特別高圧電気料金高騰対策事業などの活用がございます。 

 こういった支援事業につきましては、市場から場内事業者に丁寧な説明をし、活用の推進を

図っているところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 現段階は、県への支援事業の活用を想定しているということまで的確

に県にも情報提供をしつつ、運営維持に努めていただきたいと思います。 

 次、再整備基本計画、経営企画戦略策定後の進捗について、老朽化対策も併せて御説明をお

願いいたします。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 地方卸市場、鈴木でございます。 

 現施設の老朽化対策としましては、今年度、エネルギー等高圧変電設備改修工事、また、雨

水管改修工事など、安全を最優先とした修繕対応を行っているところでございます。 

 経営戦略につきましては、水産物卸売業者２社のうち、１社が昨年度廃業に伴い撤退したこ

とから、市場全体の取扱高の影響、それから物価高騰に伴う資材、労務単価等の上昇等を踏ま

え、再整備計画の内容を現在検証しているところであり、今年度中をめどに計画を取りまとめ

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 卸売市場という特有の高機能というか、施設の中で、やはり労務単価

や資材の高騰ということを踏まえつつ、計画を策定されているということなんですが、やはり

老朽化ということも著しく事業者に御負担もかかっている部分もありますので、できるだけ迅
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速に再整備計画についても進めていただきたいと思います。 

 やはり卸売市場の魅力向上ということで、よく市民の方から言われるのは、場外市場の設置

であるとか、柏においては地方卸売市場として道の駅併設についても検討したが、なかなか難

しかったなどのお話も聞いております。そういう中で、本市としてはどのような御見解でしょ

うか。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 地方卸売市場、鈴木でございます。 

 現在、本市では毎月第２、第４土曜日に開催しております市民感謝デーが市民の皆様に定着

していることから、場内事業者と連携し、市民感謝デーの開催に合わせたイベント開催等によ

り、にぎわいと集客力の向上、併せて消費喚起や産地との関係強化に努めているところでござ

います。 

 御質問のありました、市場における新たなにぎわいの創出に関しては、他市等も参考に、今

後研究をしてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 以前は、今は千葉のポートタワーの辺でやっていた大漁まつりも、場

内でやっていた時期もありまして、そういう意味では市民の理解促進という意味では、場内で

のイベントというのは有効であったかと思います。現状は難しくても、将来的な視野を含めて

御検討をいただければと思います。 

 次、農政部のほうにまいりたいと思います。 

 農政センターのリニューアルプランについて、進捗と効果についてお示しください。 

○主査（伊藤隆広君） 農業生産振興課長。 

○農業生産振興課長 農業生産振興課、森田です。 

 農政センターのリニューアルの方向性として、スマート農業実証フィールド化、栽培試験研

修の強化、農業技師の指導力の強化の３つがございます。 

 現在の進捗でございますが、スマート農業実証フィールド化につきましては、令和４年度、

遠隔での水の散布が可能な技術、二酸化炭素をイチゴ等を栽培するベッドに局所的に使用する

技術など、新たに３社の企業がスマート農業の実証を行いました。 

 また、農政センターで初めてスマート農業展示会を開催いたしました。市内外から約150名

の農業者や関係者が集い、これによってスマート農業への理解促進が醸成された効果があった

と捉えています。 

 続いて、栽培試験研修の強化についてでございます。新たにイチゴ栽培施設を２棟整備し、

燃油削減実証を行い、従来の重油加温と比較して、二酸化炭素排出量を削減することができる

とともに、千葉県のイチゴの平均収量を上回る結果となりました。 

 この結果について、来月10月に市内の生産者を農政センターに呼んで報告会を開催して、燃

油削減の取組の理解を醸成していきたいと考えています。 

 また、新規就農研修としては、令和３年度からスタートした新規就農アドバンス研修で、令

和４年度において２人が研修を修了して、イチゴ、トマトの営農開始に向けて着実に準備を進

めております。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－28－ 

 最後、農業技師の指導力の強化については、令和３年度のイチゴに引き続き、露地野菜で本

市の主要品目であるニンジンについて、農業者とともにデータ活用のワークショップを開催し、

より研鑽を深め、農業技師のデータ活用の知見と技術の習得ができたと考えています。 

 今後も、引き続きリニューアルプランを着実に進め、結果について評価と検証を行い、農政

センターをさらに機能強化し、現場の拠点として農業者に寄り添った支援を進めていきたいと

考えています。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。私ども会派も昨年度、農政センターのほうに

お邪魔しまして、リニューアルプランについての詳細の説明と現場を見せていただいたところ

であります。 

 やはり農政センター自体が大きな全ての拠点となって、市内事業者に波及すること、研究機

関としての技術向上等にこれからも寄与していただくことを大変期待するところであります。 

 そして、令和３年度に新規事業だったと思われます、農業法人参入促進の３事業ですね。こ

れの取組状況と、法人誘致、コストに基づく誘致活動について、今後の方向性について併せて

お聞かせいただけますでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 農地活用推進課長。 

○農地活用推進課長 農地活用推進課です。 

 この農業法人参入促進の３事業とは、農業生産力強化支援事業、耕作放棄地活用検証事業、

農業法人参入促進支援業務委託、この３つの事業になりますので、この３つについて取組状況

を御説明いたします。 

 新たに本市に参入する農業法人などに、生産、加工等に必要な施設、機械設備の導入支援を

行う農業生産力強化支援事業により、４法人が新規参入または規模拡大を行い、うち１法人が

加工業者と連携して参入いたしました。 

 この加工業者と連携して参入した農業法人に対しましては、農業法人グループ参入促進事業

によりまして、農地確保に係る経費を助成いたしました。 

 また、再生した耕作放棄地に法人等の誘致を進める取組である、耕作放棄地活用検証事業に

つきましては、本事業で再生した農地への参入実績はなかったものの、現在、規模拡大を図る

農業法人への活用を調整中でございます。 

 農業法人参入促進支援業務委託において、令和３年度に策定した誘致戦略をベースに、委託

業者と連携して、県外の有力農業法人に対し、参入候補地の視察、地権者との調整、参入に係

るニーズ等へ対応するなどにより、本市への参入を働きかけているところでございます。 

 今後の方向性ですが、現在誘致を進めている農業法人につきましては、引き続き参入に向け

た働きかけ及び支援を行うとともに、市外で展開している有力農業法人等が新たに関東圏での

規模拡大を行う際に、本市を都市部における農業拠点としていただけるよう、必要な技術、人

材を提供するとともに、販売先の確保を支援し、法人誘致を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） 丁寧な御説明ありがとうございました。そういう意味では、多角的に
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農業法人の参入についても支援をすることによって、徐々に成果が現れているということを確

認できましたし、また、伴走についても行っていただいているということが分かりました。 

 そういう意味では、本市の立地の優位性などを生かして、今後も農業法人の参入促進をお願

いしたいと思います。 

 次に、食のブランド化推進についてです。 

 まず、本当にプロモーションがすばらしくて、市民の方にも目に届く機会も増えましたし、

そういう意味では、本当にブランド力向上のセンスのいいプロモーションを行っていただいて

いるということを評価した上で具体的な取組に入りたいと思いますが、国費による予算の大幅

な増加をされたと認識しております。それに基づいた事業展開と効果、どのように捉えている

か、今後の方向性についてもお聞かせください。 

○主査（伊藤隆広君） 農政課長。 

○農政課長 農政課長の南でございます。 

 委員御質問の通り、国費におきます令和６年度６月補正予算に積み増しを行いまして、料理

教室を通じた食のブランド、千のプロモーションを行って、認知度の向上、消費拡大及び販路

拡大を推進してきたところでございます。 

 プロモーションに関しましては、オンライン料理教室や料理スタジオでの試食会、対面型料

理教室の参加者について、延べ１万8,000人を超えまして、食のブランド、千及び千認定品の

ＰＲに多大な効果があったと我々は考えているところでございます。 

 今後の展開につきましては、この料理教室を通じたプロモーションを引き続き行い、認知度

の向上を図っていくとともに、今年度、令和５年４月にそごう千葉店に食のブランド、千認定

品の常設の加工品売場を開設していただいておりまして、これに続く常設の売場の確保を目指

していくとともに、毎年度、イオンモール幕張新都心店での認定品の発表会のほか、そごう千

葉店の協力の下で、市の認定品のフェアや千葉駅の駅における催事販売等のスポット的な販売

強化というものを引き続き取り組んでいき、こうしたものの積み重ねによって、積極的な販路

拡大に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。まず、やはり実際に知ってみて、買うにつな

げる場ということが拡充されているということを大変評価するところでありまして、旬のもの

を販売していただいくイベントなども、やはり農業の重要性ということや千産千消の重要性と

いうことも認識できるというところで評価をしているところであります。 

 また、認定をされた方々も、やはり誇りに思っていただけるような事業になっているのでは

ないかと考えています。 

 それを踏まえて、６次産業化などの商品開発にもさらにつなげていただきたいところですが、

こちらの効果や今後の取り込みについては、どのように御認識でしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 農政課長。 

○農政課長 農政課長の南でございます。 

 ６次産業化商品開発補助につきましては、令和４年度は合計で２件の農業者の方の商品開発

に対して支援をしたところでございまして、これらについて、市内産の農産物の高付加価値化
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によって、農業者の方の所得向上に寄与していると認識しているところでございます。 

 現状、開発した商品のプロモーションは、開発した農業者の個人の方が行うにとどまってい

るところでございまして、農業者個人によるプロモーションというものがまだ難しいと、難し

さなどがあると考えておりますことから、今後は、食のブランド、千認定につながるような商

品の開発というものを支援していくことで、食のブランド、千の販路拡大支援と併せて、、千

ブランドとの一体的な事業の推進というものができるのではないかと思って、推進に取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。千ブランド認定品が増えることによって、そ

のネットワークとブランド力の向上ということも含めて、販路拡大なども含めて、引き続き取

り組んでいただきたいと思います。 

 市内農産物もそうですし、この千のブランドもそうなんですけれども、消費者目線のお話に

なって大変恐縮なんですが、我が会派としては、イチゴなども含めて、コンテンツとして大変

有力であると認識していて、特に女性にとっては観光資源にもなりますし、消費者としても大

変魅力のある農産物の一つだと思いますので、このイチゴについても、さらに押し出していた

だきたいと思いますし、また、これもすごく消費者目線で大変恐縮なんですが、美浜区ではヘ

ルスメイトが結構頑張っていて、野菜などのメニュー開発などをつくってくださっているんで

すね。ああいうものについても、そこの中に市内農産物を使ってみたいな形で書いていただい

て、健康福祉部と連携していただくと、そのレシピを取ったときに、このニンジンで作ってみ

ようということにも、主婦目線としてはつながるかというので、すみません、小さなお話でご

ざいますが、そのような消費者目線の工夫もお願いしたいと思います。 

 そして、あと２つです。 

○主査（伊藤隆広君） 残り10分です。 

○委員（田畑直子君） はい。残りも意識しております。有害鳥獣対策についてです。 

 環境局のほうには、館山市などは国の事業を使って、専用の焼却施設もつくっているという

お話もさせていただいたところであります。農政局としては、埋めてしまうというような処理

が多いのかとは思うんですが、猟友会の現状とジビエの活用、今後の方向性も併せてと、それ

から、確保したものをどのように処理されているのか、課題がないのか、お聞かせいただけま

すでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 捕獲した有害鳥獣の処理と課題を、まずお答えさせていただきます。 

 有害鳥獣の捕獲後の処分につきましては、獣種ごとにより異なっておりまして、イノシシは

山林への埋却、アライグマ、ハクビシンなどの中型獣につきましては、処理業者による焼却処

分を行っております。 

 処分についての課題につきましては、イノシシについては、市の猟友会員や地域住民の所有

する山林に埋却しておりまして、現在、生息域が拡大する中、地域ごとに埋却場所を確保する

必要があるため、猟友会員、それから地元住民との調整が重要となってきております。 

 猟友会の状況とジビエ活用の今後の方向性なんですけれども、まずは猟友会の状況ですが、
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猟友会員の高齢化が進みつつありまして、現時点においては、捕獲従事者は確保できていると

猟友会からは伺っておりますけれども、今後に備えまして、新たな捕獲従事者の確保育成に向

けて、狩猟免許の取得に向けた講習会の開催、それから、免許取得に要する費用に対する補助

を現在行っているところです。 

 ジビエの活用の今後の方向性についてですけれども、イノシシ等野生鳥獣につきましては、

人畜共通の寄生虫、それからウイルスを保有していることがありまして、食用として供する場

合には十分な対策が必要となっております。 

 食肉加工施設の設置に対しては、多くのイニシャルコストがかかる上、安定的に供給できる

体制、解体や食品衛生についての専門知識、技術を持つスタッフの配置が必要となりまして、

ランニングコストもかかることから、相当量の販売が見込めないと、運営は困難と複数の事業

者から聞いております。 

 令和４年度より、捕獲従事者の埋却労力の軽減に向けまして、箱わなで捕獲したイノシシに

ついて、食肉加工を行う民間業者に引き渡す取組を開始しておりまして、当該事業者は、引き

渡されたイノシシを加工してジビエに用いているところです。 

 この取組につきましては、捕獲従事者の埋却労力の低減に効果があることから、引き続き当

該事業者との連携を図ってまいります。よろしくお願いします。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。一概にジビエの活用をしてほしいと言っても、

なかなか課題が大きいことも認識しておるところであります。 

 先ほども申し上げたように、館山市を視察したときには、館山市は市から支援をしてＮＰＯ

に食用の加工の施設を常設してもらって、そこで市内でジビエ料理店などに卸すとか、お土産

にするというような取組をしていました。 

 やはりこれは広域行政の役割かと思っていて、そういう意味では、本市だけでやるのではな

く、広域行政として県にも促しつつ、どのようにこれから有害鳥獣の処理、あるいは加工とい

うことをしていくかということを考えていかないと、都市部においても喫緊の課題になってき

ていると思います。 

 また、千葉県においては、捕獲協力隊ということの事業もやっているということなので、そ

ういうような事業も活用しながら、猟友会の維持ということについてもお願いしたいと思いま

す。 

 最後に、森林環境譲与税なんですけれども、環境局のほうには予算などをお聞きしました。

経済農政のほうでも御活用ということなので、こちらについて簡潔にお願いできますでしょう

か。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 森林環境譲与税の令和２年度から令和４年度の本市の決算額について、

お知らせいたします。 

 令和２年度につきましては2,908万2,000円、こちらについては森林整備や公園内のテーブル、

ベンチを県産材を活用して整備いたしました。令和３年度につきましては8,386万2,000円、こ

ちらについては、台風等により被害を受けた森林の整備、それから、公園内のテーブル、ベン

チの整備を主に行いました。それから、令和４年度につきましては１億4,562万5,000円という
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ことで、こちらについても台風等により被害を受けた森林の整備、それから、公園内のウッド

デッキ等を整備いたしました。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 田畑委員。 

○委員（田畑直子君） ありがとうございます。もちろん、森林の整備などが最優先ではあり

ますが、環境局とも連携しつつ、農育であるとか、環境課でしたら環境教育であったり、次世

代につなげていくために何をできるかということの活用を検討していただきたいと思います。 

 次世代につなげるということであると、農育講座、こちらは質問はいたしませんけれども、

こちらについても教育委員会から広報していただくという連携だけではなくて、環境に意識の

ある御家庭などは、やはり農業についても意識が高いという親和性もあろうかと思いますので、

こちらのほうの連携もお願いします。 

 最後に、スタートアップや企業立地、誘致などについては、代表質疑などでも取り上げられ

たため、今回は取り上げませんでしたけれども、コロナが５類となり、社会経済活動が復活し

た中で、どこまで他市と比較しても良いスタートダッシュをしていくかということが、農業に

おいても、経済においても重要になると思います。経済部と農政部の果敢な取組について、お

願いを申し上げまして、私からの質問とします。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） それでは、審査の都合により、暫時休憩といたします。 

 なお、再開は13時ちょうどといたします。 

 

午前11時57分休憩 

 

午後０時57分開議 

 

○主査（伊藤隆広君） 休憩前に引き続き分科会を開きます。 

 質問をお願いいたします。蛭田委員。 

○委員（蛭田浩文君） 一問一答でよろしくお願いします。 

 説明の中で、まず、令和４年度、本当にコロナ禍で新型コロナウイルス感染症経済対策とい

うことで、本当にいろいろなことを取り組んできて、本当に市としてできる対策というんです

か、事業者、また中小企業等、また、飲食店をはじめ、いろいろなところに対応してきたとい

うことで、本当に心から敬意を表させていただきたいと思います。 

 そういうことがあったからこそ、事業をやめるとか、倒産とか、そういう大きなお話がなか

ったんだろうと思います。 

 そうした中で、いろいろコロナ禍という中で対応してきて、そして、この５月から今度コロ

ナ禍が２類から５類に移ってきたという中で、観光という観点から何点かお伺いしたいと思い

ます。 

 観光といっても、ホテル業界とか、観光バス業界とか、また、宴会とかする場所とか、飲食

店とか、いろいろ関係する部門というか、そういうものはあるんですけれども、そうした中で、

コロナ禍が５類に移行したということで、事業者からどのような声が上がっているのか、上が



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－33－ 

っているならどういうことが上がっているか、まず１点お伺いさせていただければと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 経済部の長谷部でございます。 

 観光事業者との意見交換を定期的に実施しておりまして、ホテル業界につきましては、宿泊

事業はコロナ禍以前の状態に戻ってきているんだけれども、宴会事業はいまだ戻り切れていな

いと。宴会の規模も小さくなっておりますというような声をいただいております。 

 観光バス事業者につきましては、新型コロナが５類に移行して以降、乗務員不足が続いてお

るんですけれども、企業や町内自治会等からの利用問合せが増えている状況にあると聞いてお

ります。 

 それと、飲食店につきましては、来店客数や売上げは戻ってきているけれども、人件費や材

料費の高騰により、以前と同様の価格で利益を確保することが難しくなっていると、このよう

な意見をいただいているところでございます。 

○主査（伊藤隆広君） 蛭田委員。 

○委員（蛭田浩文君） ありがとうございます。これは、５類に移りながらも、人流が動き始

めていて、元に戻りつつあるところもあるし、なかなかそうでもないところもあるというのは

理解いたしました。 

 そうした中で、コロナが５類に移ったわけですけれども、この取組と、５類に移った以降の

取組の方針、その辺のことについて、お伺いしたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 観光ＭＩＣＥ企画課長。 

○観光ＭＩＣＥ企画課長 観光ＭＩＣＥ企画課でございます。 

 コロナ禍では、テレワークやハイブリッド型ＭＩＣＥなど、新たな生活様式に対応するため

の支援やイベントツーリズムの促進など、市内飲食店の消費喚起や集客の回復などに取り組ん

でまいりました。 

 ５類以降後についてば、ＭＩＣＥの方向性として大規模なイベントの誘致を位置づけて、開

催支援を行ったＸＧａｍｅｓＣｈｉｂａなどのイベントについて、引き続き取り組んでいきた

いと思っております。 

 国際会議等への開催支援においては、開催形態の多様化に対応するとともに、本年度、新た

な取組としてグリーンＭＩＣＥ補助制度を創設しておりますので、これを活用して会議やイベ

ントの支援を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 観光プロモーション課長。 

○観光プロモーション課長 観光プロモーション課でございます。 

 会議とかＭＩＣＥ以外の話でございますけれども、コロナ禍におきましては、やはりコロナ

の収束状況を見ながら取り組んできておったんですが、やはり自粛ですとか、行動制限があり

ましたので、遠方の旅行を毛嫌いするという、避けられるという傾向がありましたので、近場

の観光ということで取り組んでまいりました。 

 具体的には、成果説明の183ページに記載の（１）のグリーンツーリズムの推進ですとか、

イの千葉あそびの発行などに着手してきたところでございます。 

 なお、５類移行後もこちらの取組につきましては、定着化してきておるところでございます
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ので、継続して取り組んでまいる予定でございます。 

 また、午前中の茂呂委員からの質問に対する回答でも述べさせていただきましたけれども、

インバウンドの回復に向けて、個人旅行者、団体旅行客の誘致に向けて注力していきたいと考

えているところでございます。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 蛭田委員。 

○委員（蛭田浩文君） ありがとうございました。コロナ禍での取組、また、これからの取組

ということで分かりました。観光ということで、これから本当に動き出すんだろうなと思いま

すし、その対策としてできる限り、引き続き観光業界に関連するところに支援がしていただけ

ればと思います。 

 でも、本当に千葉市に人が集まってくれて、その千葉にある事業者が本当に元どおり潤うよ

うな形になるためには、やはり相談とかにいろいろ乗りながらもして、できることをしていた

だいて、市としてこれを盛り上げていっていただきたいということを申し上げまして、私の質

問を終わります。ありがとうございました。 

○主査（伊藤隆広君） ほかにございますでしょうか。盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 一問一答でお願いいたします。 

 最初に、勤労者福祉施設の管理運営について伺いたいと思います。 

 勤労者福祉会館ですけれども、市民利用もできるということなので、コミュニティセンター

との違いについて伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 コミュニティセンターとの違いというところなんですけれども、市民が主に利用

できるコミュニティセンターと比較しますと、勤労市民プラザのほうが企業等が利用できる自

由性があることが特徴ではないかと考えております。 

 大きな違いとしましては、コミュニティセンターでは認められていない、入場料ありのイベ

ントや商品の販売、展示、宣伝等も可能となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 分かりました。コミュニティで認められないこともやれると。ただ、

今ちょうど長沼原の勤労市民プラザなんですけれども、冷房エアコンが使えないというお部屋

があるということで、改善を求めるという声が届いていまして、施設の管理というのはどこが

行っているのか、伺います。 

○主査（伊藤隆広君） 雇用推進課長。 

○雇用推進課長 雇用推進課でございます。 

 長沼原勤労市民プラザの空調の不具合につきましては、利用者の皆様に大変御不便をおかけ

しておるところでございますが、同プラザにつきましては、雇用推進課が所管しておりまして、

指定管理者でありますＦｕｎ Ｓｐａｃｅ株式会社と株式会社オーチューの共同事業体で管理

運営をしておるところでございます。 

 空調の不具合への対応といたしまして、同プラザの空調は全館方式となっておりまして、古

い型式でありますことから部品が廃版となっておりまして、部屋ごとの修繕もできないため、
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緊急性を鑑みまして、来年度、令和６年度に市の施工による全館の空調設備改修を予定してい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 全館の対応ということなので、止まっているのが第１の和室と第２の

和室と、それから視聴覚室が６月１日から９月末まで、要はこの暑い時期は使っていただくこ

とができないということで止めていると思うんですが、市が空調の整備を、来年度も早めにや

っていただくということは思うんですけれども、体育館には空調は入っていますか。 

○主査（伊藤隆広君） 雇用推進課長。 

○雇用推進課長 体育館につきましては、もともと空調が入っていない施設でございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 暑い時期なので、全館なので、もともとないというところは難しいか

と思うんですが、利用者にすれば、暑い時期の体育館の使用もぜひ検討いただければと、大規

模にやるということであればぜひ御検討いただければと思います。 

 次に、企業立地の促進について伺いたいと思います。 

 企業立地促進事業の補助金というのは、この表182ページの表にありますけれども、計画認

定の40社も含めて、新規34社、継続の65社というのが対象にして実施したということになりま

すか。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 令和４年度に計画認定を行った企業40社のうち、賃借型で認定を行った12社につ

きましては、令和４年度に補助金を交付しておりますので、こちらに記載の新規34社に含まれ

ております。 

 その他の認定企業につきましては、建設中や進出準備中の段階でございますので、令和４年

度末時点におきましては、操業が開始されていない状況ということで、賃借料や課税が生じて

おらず、結果として補助金は交付しておりません。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 分かりました。では、ここにある数でいえば、34と65を足して99社に

補助したということでよろしいですか。 

○主査（伊藤隆広君） 企業立地課長。 

○企業立地課長 企業立地課の高瀬でございます。 

 委員おっしゃるとおりでございまして、昨年度に関しましては、過去からの認定企業も含め

まして、操業を開始し、補助が開始している企業が99社でございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） そうしたら、次に、固定資産税相当額を助成ということがあるので、

その99社の中で、固定資産税の金額が一番高い企業と、一番低い企業についてお示しいただけ

ますか。 
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○主査（伊藤隆広君） 企業立地課長。 

○企業立地課長 企業立地課の高瀬でございます。 

 昨年度の補助事業補助企業のうち、固定資産税相当額が一番高い企業は約２億4,000万円、

最も低い企業は約104万円でございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ありがとうございます。大分金額に差があると感じます。 

 税源の涵養ということで、安定した税財源を確保することをつくり出していくことと調べた

ら出てきますし、税金を投入したとしても、その事業が税収の増加を生んでまた税として戻っ

てくるということを期待をしての企業立地の促進の補助だと思うんですが、企業立地のこの９

億239万円という固定資産税相当額の中の、合計の金額というのをお示しいただけますか。 

○主査（伊藤隆広君） 企業立地課長。 

○企業立地課長 ９億239万円のうち、固定資産税都市計画税相当額がどれぐらいかというこ

とになりますが、こちらに関しましての合計金額は約６億2,000万円ほどになります。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ありがとうございます。一定期間助成金を受けられた企業というのは、

本来は払わなければならない、その固定資産税を納めることになると思いますけれども、今現

在、この間ずっと企業立地をやってこられて、そうした企業は何社ありますか。 

○主査（伊藤隆広君） 企業立地課長。 

○企業立地課長 これまで企業立地を行い、進出した企業は累計で348社となります。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 348社で、そのうち固定資産税を払っている企業が348社ということで

いいですか。 

○主査（伊藤隆広君） 企業立地課長。 

○企業立地課長 具体的には大きく３つに分かれまして、１つは全ての補助金が終わり、もう

通常の市内企業として定着した企業、そして、今まさに補助金を支払っている企業、それから、

建設中、それから創業準備中と、大きく３段階に分けることができます。 

 それぞれ内訳を申し上げますと、全ての補助金が終わり、完全に市内企業として定着した企

業が211社、それから、現在補助金を支払っている最中の企業が99社、残りがまだこれからの

企業及び撤退してしまった企業ということになります。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 全企業の348社中の、今支払いをしている企業が211ということだと思

うんですけれども、今、市内企業として211社というお話があったので、それ以外の補助金を

受けている企業と、それから、建設の認定をされているけれども、まだ補助金の支払いもして

いない企業というのもあって、大体内訳は分かりました。 

 企業立地の促進事業による千葉市での、さっき撤退をしてしまった企業というお話もありま
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したので、企業の定着率についてお示しいただけますか。 

○主査（伊藤隆広君） 経済部長。 

○経済部長 これまで企業立地促進事業により認定した企業は、今348社とお答えしておりま

す。撤退した企業が10社であると。定着率としましては、97.1％となっております。 

 所有型におきましては、撤退した事例はなく、定着率は100％、賃借型において、撤退企業

10社ということで、定着率は93.6％となっております。 

 参考までに、民間シンクタンクが実施した調査におきまして、東京23区に所在するオフィス

テナントの平均入居期間に関するデータがあります。約10年で50％のテナントが退去するとい

う数値になっております。そう考えますと、本市に誘致した企業は、全般的にかなり高い定着

率を維持しているものと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 分かりました。民間のお話で50％のテナントが退去ということであれ

ば、それは千葉市としてこれだけ手厚く固定資産税も、きちっと固定資産税相当額を補助して、

ここにいてくださいということをしているので、定着率が高くないと困る問題だと思いますの

で、ただ、バランス的には、やはり固定資産で先ほど２億4,000万円のところと、それから、

一番低い企業は104万円ということで大分下がって、体力のある企業に対しても同じようにや

っておかなければならないものなのかどうか。 

 瀬戸際というか、ぎりぎりの厳しい状況にあるところについても、固定資産税がやはりネッ

クになるところはあると思いますので、ここについてはもう少しこう厳しい視点で見直しをす

る必要があるのではないかということは申し上げておきたいと思います。 

 次に、250競走について伺いたいと思います。 

 表が出されていたと思いますので、184ページなんですけれども、入賞の人員が多かった第

４回から第６回は、夏休みの無料招待ということで、人数が多いというお話があったと思うん

ですが、その詳細について伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 公営事業事務所長。 

○公営事業事務所長 公営事業事務所長の飯島でございます。 

 まず、期間なんですが、昨年７月から９月にかけて、各月１節、１節当たり２日なんですが、

市民の無料招待を実施しております。 

 イベントの内容なんですが、例えば、キャラクターのふなっしーの試走式など、ゆるキャラ

などを活用した演出、あと、ゆるキャラによる来場者のお客様へのグリーティング、あと、Ｂ

ＭＸトップライダーによるオープンショーの実施などを行っております。 

 周知につきましては、市政だより、あとチラシ配布をはじめ、例えば、ベイエフエム、市の

ツイッター、ジェイコム、そういった媒体を使って周知を行っております。 

 その結果、７月が2,546人、８月が2,389人、９月が3,123人、合計で8,058人のお客様に御来

場をいただいたところです。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） １節２日間ということなので、１日にならすと1,000人から1,500人ぐ
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らいの入場があったと思います。入場の人員というのと、それから売上高が、表を見ると毎回

ばらつきがあるんですけれども、単純に比較して、この入場人員、例えば、さっきの夏休みの

無料開放は別としても、比例をしていない理由について伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 公営事業事務所長。 

○公営事業事務所長 公営事業事務所でございます。 

 250競走なんですが、車券の販売はネットのみに限定しております。その結果、令和３年度

は車券の売上げが14億8,000万円、来場者数が約5,500人、４年度は車券売上げが13億8,000万、

来場者数が１万7,000人ということで、必ずしも来た人が必ず買うということもございません

し、逆に言うと、お見えになっていなくて御自宅でネットで買うという方もいらっしゃるので、

入場人員と車券の売上高は比例はしません。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 車券の販売はネットに限定ということなので、来る人、来ない人に関

わらず、この売上げというのは決まってくるということだと思うんですが、250競走のところ

に、売店のお話も多分あると思うんです。売店は、飲食店が４店舗と、物販店が１店あるんで

すけれども、来場されない方もいるということですので、この運営状況について伺いたいと思

います。 

○主査（伊藤隆広君） 公営事業事務所長。 

○公営事業事務所長 公営事業事務所でございます。 

 まず、飲食店のほうなんですが、１階で販売しているオリジナルのピザ、あと、飲食をしな

がら250競走を観戦できるバーなどで、来場者の方に楽しんでいただいております。 

 昨年度は、期間限定で飲み放題などを実施しておりましたが、本年に入りまして、５月から

７月まで平日の宴会プラン、こちらのほうをお試しということで開催しまして、８月にはビア

アリーナをさらに開催して、多くの方に御利用いただいておりました。このことによって、お

客様の単価の向上にも寄与しているものと考えております。 

 これを実施したことによって、お客様から好評でしたので、９月からはＰＩＳＴ６のパーテ

ィーセットということで、正式に全て開催のナイトタイムに販売のほうを開始しております。 

 あと、物販店、こちらは本年４月から応援グッズの新商品を販売するなど、一定の売上げが

ございますが、引き続いて家族向けの商品の開発など、新たな企画も検討しているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 250競走で、競輪の事業ですから、そちらでその売上げを出しつつ、

会場には別のお客さんを呼んでという視点でやっていかないと、売店のほうの運営は成り立っ

ていかないような状況なのかということを、工夫されているということでしたけれども、そう

いう工夫をしないと、売店のほうの運営というのは、会場に人が来なくてもできる250競走と

いうことであれば、別の何かで人を寄せないといけないということなのかと思いました。 

 それで、一般会計への繰出金について伺いたいと思いますが、市の行財政に1,600万円繰り

出しをされるということになるんですけれども、売上高が最盛期の千葉の競輪で、最大で年間
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車券売上げが650億円以上あって、一般会計への繰り出しが、そのときは約30億円という時代

があって、千葉の競輪場で最後の競輪のときの年間の車券売上げが110億円で、一般会計の繰

り出しは1,700万円ということで、今比べると13億7,000万円の売上げの中で、1,561万円とい

うことだと思うんですが、これだけを出してしまって、経営のほうというのは心配がないのか、

伺います。 

○主査（伊藤隆広君） 公営事業事務所長。 

○公営事業事務所長 公営事業事務所でございます。 

 まず、一般会計の繰出金については、包括委託契約で年間100日以上をやった場合に、1,700

万円ということで、契約上金額が決められているんですが、昨年度につきましては、一部コロ

ナの影響で、開催日数が少なかったところもあったので、委員がおっしゃっていたとおり、

1,600万円というところでございます。 

 経営のところなんですが、事業を受託しているＪＰＦからは、その点も踏まえた上で、同社

の事業計画の範囲内であると伺っております。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 分かりました。500メートルのバンクを250にして、傾斜もつけて、木

造というか、木の質感ということで、ただ、250競走に車券を買うという人は、わざわざ会場

に来なくてもという仕組みの中で、2,000席座席があると思うんですが、無料で開放したとき

以外は、本当にその１節100何人とかいう状況の中で、もっとほかの活用ということ、250競走

とは別のやり方で施設をきちっと活用というとあれなんですけれども、いろいろ工夫されてい

て、場内の売店の営業だとか様々考えると、今のままのやり方でいいのかどうかというのは思

いますし、だからといって、競輪人口を増やせということではないんですが、施設を利用する

意味で、多目的な使い方を今後考えていくこと、事業者によれば想定内ですということで、一

般会計への繰り出しというのもこのまま推移するのかもしれませんが、やり方について見直し、

工夫の仕方が必要なのではないかと思います。 

 次に、市場の問題について伺いたいと思います。 

 場内事業者の緊急特別支援金というのが２回行われていますけれども、支給の支給金の概要

と、それから、12月が93件３月91件とありまして、市場事業者全体は今何件あるのか、伺いた

いと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 地方卸売市場、鈴木でございます。 

 特別支援金につきましては、電気料金高騰の影響を受ける場内事業者等の経営安定のため、

12月と３回の２回に分けて支援金を給付したものでございます。支給額は、電気料金と前年比

高騰分の２分の１で、対象期間は令和４年９月から令和５年３月としております。 

 また、場内事業者でございますが、令和４年度末時点では、卸売業者２社、仲卸業者50社、

関連事業者41社で、合計93社となっております。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 分かりました。ほぼ全部の事業者が対象になって受けられたというこ
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とですよね。 

 あと、市場全体での青果部の経営状況というのが前年同様であると。水産物部が現在、卸売

の業者が１社になってしまったと。代表質疑の中で、経営が厳しいので、水産物部で仲卸業の

新規参入というのを進めていきたいというお答えがあったので、その見込みはあるのかという

のと、どんな手だてが考えられているのかということを質問します。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 地方卸市場です。 

 水産仲卸業者数につきましては、特に大きな変動というものはございませんが、これまでも

事業撤退しました店舗跡地につきましては、場内事業者の店舗拡張利用や、あるいは場内関係

事業者が入居して営業を続けているところでございます。 

 また新規参入の見込みでございますが、業界とも連携を取っておりますが、昨今は加工業と

いうのが注目されておりますので、業界の中ではそういったものにシフトをしながら、営業を

伸ばしていきたいという意見を聞いてございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 大変厳しい状況がしばらく続くのかなと思います。加工業が注目され

ているので、そちらの分野でもということですので、ぜひ頑張っていただきたいと思いますし、

それから、あと、ほかの委員からもありまして、市民感謝デーが毎月第２、第４土曜日に行わ

れているということなんですが、この参加数が変化しているのかどうか、推移について伺いま

す。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 地方卸市場でございます。 

 市民感謝デーにつきましては、令和４年度に再開いたしました。第２、第４土曜日、各回と

も1,500人強程度、毎月3,000人強で推移しております。令和５年度につきましては、若干増加

傾向にあるところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 令和４年度再開なので、コロナの前までは戻っているのかどうか分か

りますか。 

○主査（伊藤隆広君） 地方卸売市場長。 

○地方卸売市場長 統計が今手元にはないんですが、たしかおおむねコロナ前と同数だったと

記憶しております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 分かりました。市場全体を盛り上げていくためにも、やはり新しい人

たちに来ていただくことが不可欠だと思うんです。取扱いの物流が増えれば、活性化も含まれ

て、さらなる新しい人が寄ってきてもらえるかもしれない。事業者の中でも参加していただけ

る可能性も広がると思いますので、ぜひここは力を入れていただければと思います。 

 次に、耕作放棄地の再生推進について伺いたいと思います。 
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 先ほども何人かの委員からお話がありましたが、耕作放棄地について、令和４年度について

はお答えあったと思うんですが、年々増加していると思うんです。どの程度で推移をしてきて

いるのか、直近５年間の面積で伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 農地活用推進課長。 

○農地活用推進課長 農地活用推進課です。 

 耕作放棄地面積の推移ですが、平成30年度で874ヘクタール、令和元年度828ヘクタール、令

和２年度826ヘクタール、令和３年度806ヘクタール、令和４年度757ヘクタールで推移してお

ります。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ありがとうございます。どんどんと耕作放棄地が増えているというこ

となんですかね。違いますか、逆ですか。分かりました。耕作放棄地が耕作放棄されていない

ということは、農地でなくなって、転用されていって、このように減っているという考えでい

いんでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 農地活用推進課長。 

○農地活用推進課長 農地として再生されて利用されるということもありますが、本市が都市

農業地域という特性もありまして、農地が狭かったりですとか、立地が悪いなど、農業経営を

行っていく上で不利な状況にある農地につきましては、農業上の利用以外の様々な用途に転用

されていることが考えられますが、依然として高い面積ではあると思っております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 今回その生産規模拡大を目指す農業者に助成したということで、１件

ですと、先ほどお答えがあったと思います。平米にすると2,124平方メートルということで、

決して多くはないかと。 

 この再生費用の算出の根拠が、15万円とあるんですけれども、これぐらいの平米数で15万円

というのは大体相場ぐらいになるんでしょうか。算出の根拠について伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 農地活用推進課長。 

○農地活用推進課長 農地活用推進課です。 

 今回の耕作放棄地の再生費用にかかった費用の算出根拠なんですが、今回の方は自力施工で、

業者に委託することではなく、自力で施工することで対応したため、助成対象者が実施した、

草刈り、抜根、あと、草や木の除去等について、要領で定めた単価で事業費を算定しておりま

す。大体、事業費が2,124平米に対して、20万6,000円ぐらいでございました。補助率が100分

の75なので、事業費20万6,000円に対し、補助額が15万4,000円の実績となっております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ありがとうございます。自力施工なので、そのぐらいの費用で収まっ

たと。事業者を頼むと、多分もっとたくさんのお金が必要になると思うんですが、先ほど言い

ました、耕作放棄地をだんだんと減らしてきていると。ヘクタールでいえば大分耕作放棄地と

呼ばれるものは少なくなってきていると思うんですけれども、農地を農地として維持していく
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というその効果と、それから、農地以外への転用のリスクについて伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 農地活用推進課長。 

○農地活用推進課長 農地活用推進課です。 

 まず、農地を農地として維持する効果といたしましては、新規就農者ですとか、規模拡大を

図る担い手への集積、集約を進める際に、農地がきれいに保全されておりますと、有利に提供

できる農地となると認識しております。 

 一方、農地以外への転用リスクについてですが、先ほども御説明いたしましたが、狭かった

り、立地が悪いというような、農業経営を行っていく上で不利な状況にある農地につきまして

は、農業上の利用以外の様々な用途に転用される要因になっていると考えられます。 

 また、市街化が進んでいる地域では、社会課題を解決する用途に有効活用される場合もある

のではないかと認識しております。 

 以上でございます。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ありがとうございます。農地を農地として維持する効果、もちろん次

またすぐに農業を進められるという点での利点と、それから、環境問題からの農地をきちっと

保全すると。そこに、先ほど市街化が進んでいる地域で、例えば、物流の倉庫だとか、畑や田

んぼ以外のものに転用されてしまった場合は、そこはもう農地として活用することには戻らな

いので、例えば、そこで水をきちっとためておく保湿の問題だとか、それから、樹木をきちっ

と環境的にも、ＣＯ２削減のためにもといった場合に、農地であるがゆえに環境的にそこにき

ちっとあることだけでも大きな意味があるということでいえば、耕作放棄地を耕作放棄地とせ

ずに農業できる、そういう段階できちっと保全をするということも本当に意味があることだと

思いますので、もちろん耕作放棄地が減っていくその割合というか、もちろん減らしていくこ

とは必要なんですけれども、農地としての活用も含めて、そこをきちっと捉えておいていただ

きたいと思います。 

 次に、肥料・畜産飼料の価格の高騰対策ですけれども、24件で1,650万円となっていまして、

このときの支援内容について伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 農業生産振興課長。 

○農業生産振興課長 ２つの支援メニューで給付をさせていただきました。一つ目は、配合飼

料緊急支援給付金で、乳牛、肉牛、養豚、養鶏を含む市内畜産農家を対象に、令和４年度の配

合飼料の契約数量１トン当たりに対して600円の支援をいたしました。 

 ２つ目は、粗飼料緊急支援給付金で、生牛を飼っている市内畜産農家を対象に、１頭当たり

5,000円を支給いたしました。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 市内の酪農家の件数に比べて、申請が少なかったと思うんですけれど

も、どうでしょうか。 

○主査（伊藤隆広君） 農業生産振興課長。 

○農業生産振興課長 市内畜産農家全体としてお答えさせていただきます。当初31件で想定し

ておりましたが、24件ということで、７件少なくなった申請状況となっています。 
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 その理由としては、複数の養鶏農家がグループ企業１社として申請があったことや、市外在

住で市内に農場がある畜産農家は、本市畜産協会に加入すれば対象とする要件としましたが、

畜産協会に加入したくないという状況で、畜産農家の判断で要綱上合致しないことなどで少な

くなった状況です。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 酪農も大分厳しいので、この補助金があって助かったというところも

ありますけれども、全員にはならなかったと。厳しくないはずはないので、今後もし支援策な

どがあれば、ぜひ多くの方が活用できるような制度をぜひお願いしたいと思いますし、千葉市

独自の支援策について、多分国とか、県が去年されたのはそうだと思うので、千葉市独自とし

て、前にも言いましたけれども、大分高い金額でやっていたところもあったと思うんですが、

独自の支援策について伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 農業生産振興課長。 

○農業生産振興課長 畜産飼料に関しては、６月補正予算で承認をいただきました、畜産飼料

価格高騰対策の申請を現在受け付けております。７月には農政センターで書類申請の作成支援

を実施しました。申請を取りまとめ次第、経営に困っている畜産農家に速やかに給付するとと

もに、中長期的な取組として、自給飼料の生産などの検討をしてまいります。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 先ほどの耕作放棄地を利用して、農地を農地にといった場合に、そこ

での飼料の生産なども含めて、より結びつける形のものをぜひお力添えいただければと思いま

す。 

 次に、次世代向けの農育講座について、講座の実施内容について伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 農政センター、圓城寺です。 

 令和４年度の講座の実施内容ですけれども、夏場に11講座、それから、秋から冬にかけて９

講座、計20講座を実施しました。小学校の３年、４年生を対象に、単発講座としまして11講座、

こちらについては小学生にも分かりやすく、興味を持ちやすい内容として、養蜂ですとか、畑

の中の生き物探し、野菜染め体験などをテーマとした講座を実施しました。 

 それから、小学５年生から中学３年生を対象に、連続講座９講座を行いまして、農業を取り

巻く様々な知識の獲得、体験ができる、より高度な内容としまして、水耕栽培ですとか、組織

培養、アクアポニックスなどをテーマとした講座を開催いたしました。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員に申し上げます。残り10分でございますので、時間内でまと

めていただきますようお願いいたします。盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ありがとうございます。非常に興味深い講座なんですけれども、とて

もピンポイントで出られる方が少ないというのがネックかと思います。連続して受ける講座な

どもあるので、延べの人数で答えられていると思うんですけれども、もっと広く小中学校へ向

けての農育というのを進めていただくのがいいのではないかと思いました。どの地域からその
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参加をされた方が多いのか、伺っておきます。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 農政センターです。 

 参加の申込みの際に、住所の記入を求めていないため、数字としては捉えておりません。な

お、受付のときに何人か、参加者からお住まいを聞く機会がありまして、市内各地から参加し

ていることを確認しております。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 行きたい子も遠いんですよね。農政センターというのはいい場所なん

ですけれども、参加をするのにはネックかと思います。 

 次の、今後の事業展開や課題について伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 受講者に対して、アンケートを行っております。満足度は80％以上との

結果を得ることができております。また、将来農に関わる仕事がしたいとの回答が47％と、前

年度を上回り、農業への関心度を高める、満足度の高い講座が実施できていると考えておりま

す。 

 課題についてですけれども、講座によりまして、人気がある、それから不人気、人気がない

というような、そういった講座もあります。魅力あるテーマ設定のみならず、チラシ配布を今

現在していますけれども、ＳＮＳなどを活用した発信方法の工夫が必要と考えております。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） さらに工夫していただいて、より多くの方が受けられるような講座に

と思います。 

 新規就農の推進について、複数の事業を同時に受けることが可能なのかどうか、伺います。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 複数の事業を同時に受けることは可能です。新規就農希望者の就農前、

それから、就農時、その後の経営発展に至るまで、研修制度、それから補助事業等、様々な支

援メニューを用意しておりまして、複数の支援メニューを活用することが可能となっておりま

す。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） 実際に支援を受けている事例を紹介していただけますか。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 農政センターです。 

 支援の事例ですけれども、新規就農希望者研修を受講していただきまして、就農後に農業次

世代人材等投資資金を受け、さらに新規就農地再生支援を活用して、就農地の再生を行いなが

ら農業経営を発展させている農業者が数名いらっしゃいます。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－45－ 

○委員（盛田眞弓君） 農業後継者も含めて、先ほどお話ありましたけれども、若い方たちが

とても少ないです。農業後継者が31歳から35歳で８人程度ということで、たしか資料で頂いた

中にあったと思うんですけれども、農業継承者経営発展支援というのが２件で94万円支援され

ています。法人化、省力化、業務の効率化とあるんですけれども、この具体的な内容について

伺いたいと思います。 

○主査（伊藤隆広君） 農政センター所長。 

○農政センター所長 農政センターです。 

 １件につきましては、経営規模拡大に伴う機械の導入で、トラクターのアタッチメントを購

入しまして、堆肥製造など土づくり、それから、運搬作業を省力化するということで支援して

おります。 

 もう１件につきましては、継承したトマト栽培用施設を改修いたしまして、品質向上を目指

すというものに対して支援を行いました。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） 盛田委員。 

○委員（盛田眞弓君） ありがとうございます。農業後継者についても、新規就農者について

も、この間ずっと取り組んでいらして、本当に苦労されていると思うんですが、なかなかその

苦労に見合った人数が集まってこられていないのかと。 

 本当に大変な事業なので、人を集めるのにも苦労するし、かといって、後継者といった場合

には、どんどん今営農されている方は年齢が高くなってと、そこの課題をどうやってやってい

くのか、すごく大きな課題だと思いますし、次世代のように、次の若い子供たちにも興味を持

ってもらってということも続けながらだと思うんですが、その子供たちが農業をやりたいとい

うときに、農地が全くできないと、都市近郊農業だとか、千のブランドとかと言って、食育と

かと言われながら、その基盤のところでいろいろなものに転用されてしまったり、環境問題で

畑や田んぼがなくなっていったりということがないように、ぜひここでいえば維持をするのは

大変なんですけれども、耕作放棄地をつくらず、農業が続けられるような、そんなことの支援

に力を入れていただきたいと思います。 

 以上です。 

○主査（伊藤隆広君） ほかに御質疑ございますでしょうか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○主査（伊藤隆広君） 御質疑等がなければ、以上で経済農政局及び農業委員会所管の審査を

終わります。 

 経済農政局及び農業委員会の皆様は、御退室願います。ありがとうございました。 

［経済農政局・農業委員会退室］ 

 

指摘要望事項の協議 

○主査（伊藤隆広君） それでは、経済農政局及び農業委員会所管について、指摘要望事項の

有無、また、ある場合は、その項目について、御意見をお願いいたします。 

 初めに、経済農政局についてはいかがでしょうか。田畑委員、お願いします。 

○委員（田畑直子君） 様々な委員から多岐にわたり質問があって、コロナが５類になった影
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響を踏まえ、どこに優先順位を置いて施策展開するか、最終的には、なかなかこれというもの

が私自身も判断が難しいので、質疑の中から委員長、副委員長に御一任をいたします。 

○主査（伊藤隆広君） ありがとうございます。 

 農業委員会についてはいかがでしょうか。農業委員会はよろしいですか。宇留間委員。 

○委員（宇留間又衛門君） もうお金を使ってしまったんだから。委員長、副委員長が、皆さ

んから出たいろいろなことを踏まえてやってください。 

○主査（伊藤隆広君） それでは、ただいま皆様からたくさん御意見いただきましたので、そ

ういった御意見を踏まえまして、正副主査において経済農政局の指摘要望事項の案文を作成さ

せていただき、９月27日水曜日の本会議再開後に開催を予定しております分科会におきまして、

御検討をお願いいたします。 

 以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次会は、９月27日水曜日の本会議散会後に、環境経済分科会を開きます。 

 本日はこれをもって散会といたします。ありがとうございました。 

 

午後１時49分散会 

 


